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論
説
『
サ
文
子
』
に
見
え
る
名
思
想
の
研
究
曹
峰
前
　
言
曲
日
　
筆
者
は
博
士
論
文
『
中
国
古
代
に
お
け
る
「
名
」
の
政
治
思
想
史
研
究
』
（
二
〇
〇
四
年
四
月
、
東
京
大
學
）
序
説
の
中
に
、
二
十
世
紀
初
期
以
來
の
「
名
」
の
研
究
史
を
振
り
か
え
り
、
以
下
の
よ
う
に
筆
者
の
観
瀦
を
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
言
語
學
論
理
學
的
意
味
の
「
名
」
と
比
較
す
る
と
、
今
に
至
る
ま
で
、
倫
理
學
政
治
學
的
意
味
の
「
名
」
の
專
門
的
な
研
究
は
　
　
絶
無
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
ま
と
ま
り
が
な
く
系
統
的
で
は
な
か
っ
た
。
換
言
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
名
家
」
思
想
の
研
　
　
究
が
最
も
嚢
達
し
、
儒
家
．
道
家
（
黄
老
思
想
家
）
・
法
家
の
「
名
」
思
想
は
た
だ
「
名
家
」
と
關
係
が
出
て
く
る
部
分
の
み
重
　
　
視
さ
れ
、
「
名
」
の
政
治
思
想
史
を
主
軸
と
し
て
展
開
し
て
い
る
著
作
は
一
つ
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
中
國
古
代
に
お
い
て
、
倫
　
　
理
學
政
治
學
的
意
味
の
「
名
」
は
、
内
容
の
面
で
も
、
重
視
さ
れ
た
程
度
の
面
で
も
、
い
ず
れ
も
言
語
學
論
理
學
的
意
味
の
「
名
」
　
　
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
の
研
究
の
構
造
は
ま
っ
た
く
こ
れ
と
正
反
封
で
あ
る
。
『ヂ文子』に見える名思想の研究1
　
中
國
古
代
「
名
」
思
想
の
研
究
に
と
っ
て
、
『
サ
文
子
』
は
無
視
し
得
な
い
重
要
な
著
作
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
『
サ
文
子
』
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
「
名
」
に
關
す
る
論
述
が
相
當
に
多
く
、
特
に
「
名
」
に
關
す
る
政
治
思
想
が
非
常
に
集
中
し
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
名
思
想
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
一
學
派
の
見
解
を
打
ち
破
っ
て
名
・
儒
・
法
・
道
（
黄
老
思
想
家
）
諸
家
を
超
越
し
、
「
事
實
判
断
」
と
「
贋
値
判
断
」
の
二
大
領
域
を
超
越
し
て
お
り
、
こ
れ
は
先
秦
秦
漢
時
代
の
文
献
に
あ
っ
て
は
極
め
て
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
名
家
の
「
名
」
に
關
す
る
論
述
は
主
に
今
日
我
々
が
稻
す
る
と
こ
ろ
の
「
事
實
判
断
」
の
領
域
に
集
中
し
て
い
る
が
、
儒
家
．
法
家
．
道
家
（
黄
老
思
想
家
）
の
「
名
」
に
關
す
る
論
述
は
主
に
今
日
我
々
が
稻
す
る
と
こ
ろ
の
「
償
値
判
断
」
の
領
域
に
集
中
し
て
お
り
、
し
か
も
『
萄
子
』
正
名
篇
の
よ
う
な
軍
篇
の
著
作
も
稀
な
も
の
で
あ
り
、
大
部
分
の
「
名
」
の
論
述
が
み
な
各
家
學
説
の
膿
系
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
從
っ
て
『
ヂ
文
子
』
と
い
う
名
思
想
に
關
す
る
專
著
は
貴
重
な
債
値
を
有
し
て
い
る
。
　
し
か
し
『
ヂ
文
子
』
は
ま
た
甚
だ
問
題
の
多
い
書
籍
で
も
あ
る
。
そ
の
問
題
は
主
に
三
つ
の
匙
に
集
中
し
て
い
る
。
1
．
『
サ
文
子
』
は
サ
文
の
著
作
な
の
か
。
2
．
『
ヂ
文
子
』
は
偲
作
な
の
か
。
3
．
『
サ
文
子
』
は
名
家
の
著
作
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
。
こ
の
三
つ
は
す
で
に
久
し
き
に
渡
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
で
あ
り
、
い
ま
だ
一
致
し
た
結
論
が
得
ら
れ
て
な
い
た
め
、
學
界
特
に
日
本
の
學
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
は
こ
の
書
の
使
用
に
つ
い
て
み
な
愼
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
本
論
か
ら
す
る
と
、
『
サ
文
子
』
は
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
著
作
で
あ
り
、
偲
作
の
疑
い
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
ま
っ
た
く
放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
『
ヂ
文
子
』
の
分
析
を
行
う
前
に
、
ま
ず
以
上
の
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
答
え
を
示
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
の
基
本
的
な
態
度
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
1
．
『
サ
文
子
』
は
必
ず
し
も
サ
文
の
著
作
で
は
な
い
。
2
．
『
サ
文
子
』
に
は
後
人
の
整
理
の
痕
跡
が
あ
る
が
、
決
し
て
後
人
が
何
の
根
壕
も
な
く
偽
造
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
3
．
『
サ
文
子
』
は
基
本
的
に
名
家
の
著
作
で
あ
る
が
、
傳
統
的
な
意
味
で
の
「
事
實
判
噺
」
に
重
き
を
置
く
公
孫
龍
、
墨
辮
と
い
っ
た
類
の
早
期
の
名
家
で
は
な
く
、
君
主
專
制
主
義
に
仕
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
後
期
の
名
家
の
著
作
で
あ
る
。
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一
　
『
サ
文
子
』
の
眞
儒
問
題
　
第
一
の
問
題
「
『
サ
文
子
』
は
ヂ
文
の
著
作
な
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
ヂ
文
と
『
ヂ
文
子
』
は
分
け
て
論
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
『
漢
書
』
藝
文
志
名
家
類
に
は
「
サ
文
子
一
篇
」
が
あ
り
、
班
固
は
「
説
齊
宣
王
、
先
公
孫
龍
」
、
顔
師
古
注
は
「
劉
向
云
與
宋
鋳
倶
游
稜
下
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
階
書
』
纏
籍
志
で
は
『
サ
文
子
』
の
注
に
「
サ
文
、
周
之
慮
士
、
游
齊
稜
下
。
」
と
あ
る
。
『
サ
文
子
』
の
整
理
者
で
あ
る
曹
魏
時
代
の
山
陽
の
仲
長
氏
は
、
そ
の
序
の
中
で
「
ヂ
文
子
者
、
蓋
出
於
周
之
サ
氏
、
齊
宣
王
時
居
稜
下
、
與
宋
鋳
、
彰
蒙
、
田
騨
同
學
於
公
孫
龍
、
公
孫
龍
稻
之
、
著
書
一
篇
。
」
（
ヂ
文
子
は
、
蓋
し
周
の
ヂ
氏
よ
り
出
づ
、
齊
宣
王
の
時
に
稜
下
に
居
り
、
宋
鋳
、
彰
蒙
、
田
騨
と
同
じ
く
公
孫
龍
に
學
び
、
公
孫
龍
之
を
構
す
、
著
書
一
篇
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
等
は
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
な
弄
文
が
『
サ
文
子
』
の
作
者
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
古
籍
中
の
サ
文
に
關
す
る
記
述
は
、
主
と
し
て
『
荘
子
』
天
下
篇
、
『
公
孫
龍
子
』
跡
府
篇
、
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
篇
、
劉
向
『
説
苑
」
君
道
篇
、
『
孔
叢
子
』
居
衛
篇
、
『
列
子
』
周
穆
王
篇
に
見
え
る
。
『
孔
叢
子
』
居
衛
篇
の
記
事
は
ヂ
文
が
子
思
と
「
生
子
不
類
」
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
『
列
子
』
周
穆
王
篇
に
は
老
成
子
が
ヂ
文
か
ら
「
幻
」
を
學
ん
だ
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
假
託
の
話
で
あ
り
、
信
頼
し
う
る
史
料
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
『
荘
子
』
天
下
篇
で
は
宋
鋳
と
サ
文
を
一
つ
に
ま
と
め
て
お
り
、
彼
等
の
思
想
に
つ
い
て
比
較
的
詳
細
な
記
述
を
行
っ
て
い
る
。
　
　
　
俗
に
累
わ
さ
れ
ず
、
物
に
飾
ら
ず
、
人
を
萄
く
も
せ
ず
、
衆
に
伎
わ
ず
。
天
下
の
安
寧
に
し
て
以
て
民
の
命
を
活
か
し
、
人
我
　
　
の
養
い
畢
ご
と
く
足
る
を
願
う
の
み
。
此
れ
を
以
て
心
を
白
く
す
。
古
の
道
術
、
是
に
在
る
者
有
り
。
宋
釧
、
サ
文
其
の
風
を
聞
　
　
き
て
之
れ
を
悦
ぶ
。
華
山
の
冠
を
作
爲
し
て
以
て
自
ら
表
し
、
萬
物
に
接
す
る
に
別
宥
を
以
て
始
め
と
為
す
。
心
の
容
を
語
り
、
曹『ヂ文子』に見える名思想の研究3
　
　
之
れ
を
命
づ
け
て
「
心
の
行
は
、
以
て
合
罐
を
踊
く
し
、
以
て
海
内
を
調
う
」
と
日
い
、
情
欲
は
之
れ
を
寡
な
し
と
し
て
（
原
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
「
請
欲
置
之
」
に
作
る
、
唐
鍼
説
に
從
い
て
改
む
）
以
て
主
と
爲
す
。
侮
ら
る
る
も
辱
と
せ
ず
し
て
、
民
の
囲
い
を
救
い
、
攻
を
　
　
禁
じ
兵
を
寝
め
て
、
世
の
職
い
を
救
う
。
此
れ
を
以
て
天
下
を
周
行
し
、
上
に
説
き
下
に
教
え
、
天
下
取
ら
ず
と
錐
も
、
強
い
て
　
　
贈
し
く
し
て
舎
か
ざ
る
者
な
り
。
故
に
日
わ
く
、
「
上
下
に
厭
わ
る
る
も
強
い
て
見
ゆ
る
な
り
」
と
。
然
り
と
錐
も
、
其
の
人
の
　
　
爲
に
す
る
こ
と
太
は
だ
多
く
、
其
の
自
ら
の
爲
に
す
る
こ
と
太
は
だ
少
な
し
。
曰
わ
く
、
情
欲
固
よ
り
寡
な
し
（
原
は
「
請
欲
置
　
　
之
」
に
作
る
、
唐
鐡
説
に
從
い
て
改
む
）
、
五
升
の
飯
に
し
て
足
れ
り
」
と
。
先
生
恐
ら
く
は
飽
く
を
得
ざ
ら
ん
。
弟
子
は
飢
う
　
　
と
錐
も
、
天
下
を
忘
れ
ず
、
日
夜
休
ま
ず
し
て
曰
く
、
「
我
れ
必
ず
し
も
活
く
る
を
得
ん
や
」
と
。
傲
る
こ
と
を
圖
る
か
。
救
世
　
　
の
士
な
る
か
な
。
曰
く
、
「
君
子
は
苛
察
を
爲
さ
ず
、
身
を
以
て
物
に
假
さ
ず
」
と
。
以
爲
へ
ら
く
天
下
に
益
無
き
者
に
し
て
之
　
　
れ
を
明
ら
か
に
す
る
は
已
む
に
如
か
ざ
る
な
り
。
攻
を
禁
じ
て
兵
を
寝
む
る
を
以
て
外
と
爲
し
、
情
欲
の
寡
淺
を
以
て
内
と
爲
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
其
の
小
大
精
粗
、
其
の
行
い
は
適
に
是
に
至
る
の
み
。
　
こ
こ
か
ら
『
荘
子
』
天
下
篇
に
見
え
る
サ
文
は
名
家
と
ほ
と
ん
ど
無
關
係
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
い
う
の
は
こ
こ
に
は
　
つ
も
名
家
の
命
題
が
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
主
要
な
主
張
、
例
え
ば
「
禁
攻
寝
兵
」
、
「
情
欲
寡
淺
」
（
「
五
升
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
飯
足
　
」
）
、
差
等
に
封
す
る
反
封
（
「
作
爲
華
山
之
冠
以
自
表
」
）
、
身
を
捨
て
て
天
下
の
た
め
に
す
る
（
「
願
天
下
之
安
寧
、
以
活
民
命
」
、
「
其
爲
人
太
多
、
其
自
爲
太
少
」
、
「
弟
子
錐
飢
、
不
忘
天
下
」
）
と
い
う
の
は
み
な
墨
家
に
近
く
、
『
萄
子
』
非
十
二
子
篇
も
確
か
に
ヂ
文
と
近
い
宋
釧
を
墨
刑
佳
と
一
つ
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
た
だ
「
白
心
」
「
別
宥
」
は
道
家
思
想
と
お
そ
ら
く
關
係
が
あ
る
。
下
文
で
論
述
す
る
よ
う
に
、
『
サ
文
子
』
は
道
（
黄
老
）
・
法
・
名
す
べ
て
か
ら
受
け
縫
ぐ
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
儒
墨
に
封
し
て
は
反
封
を
示
し
て
（
了
）
い
る
。
從
っ
て
『
荘
子
』
天
下
篇
に
見
え
る
サ
文
は
『
サ
文
子
』
と
ま
っ
た
く
無
關
係
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
さ
ら
に
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
篇
と
『
公
孫
龍
子
』
跡
府
篇
に
見
え
る
ヂ
文
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
文
4東洋文化研究8号
章
の
成
熟
度
か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
篇
の
成
立
の
方
が
や
や
早
い
だ
ろ
う
。
原
文
は
は
な
は
だ
長
い
の
で
こ
こ
で
は
引
用
し
な
い
。
主
な
内
容
は
ヂ
文
と
齊
の
活
王
が
「
士
」
の
概
念
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
、
ヂ
文
は
「
齊
王
は
勇
を
好
み
」
（『
�
ｷ
龍
子
』
に
は
あ
る
が
『
呂
氏
春
秋
』
に
は
な
い
）
、
た
だ
「
好
勇
」
の
士
だ
け
知
っ
て
い
て
、
「
治
國
」
の
士
を
知
ら
な
い
と
非
難
し
て
い
る
。
文
中
に
「
見
侮
而
不
圃
」
（
侮
ら
る
る
も
闘
わ
ず
）
の
主
張
が
出
て
き
て
お
り
、
『
荘
子
』
天
下
篇
「
見
侮
不
辱
、
救
民
之
闘
」
と
封
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
『
荘
子
』
天
下
篇
中
の
名
思
想
と
ま
っ
た
く
關
係
の
な
い
ヂ
文
を
『
呂
氏
春
秋
』
の
正
名
を
提
唱
し
て
い
る
ヂ
文
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
實
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
篇
で
は
、
「
士
」
の
定
義
の
議
論
を
通
し
て
、
サ
文
は
た
だ
「
治
國
」
に
有
益
な
名
稻
の
定
義
で
あ
っ
て
こ
そ
法
則
的
意
義
を
有
す
る
定
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
齊
王
に
説
い
て
い
る
。
從
っ
て
サ
文
は
こ
こ
で
は
「
見
侮
而
不
騨
」
を
宣
揚
す
る
た
め
で
は
な
く
、
そ
れ
は
た
だ
一
つ
の
例
に
過
ぎ
ず
、
論
述
の
主
題
　
　
「
治
國
」
に
利
の
あ
る
名
稻
の
定
義
と
無
關
係
で
あ
る
。
　
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
篇
の
高
誘
注
は
弄
文
に
つ
い
て
「
作
名
書
一
篇
」
（
名
書
一
篇
を
作
る
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
『
名
書
』
が
後
の
『
ヂ
文
子
』
か
ど
う
か
は
知
る
よ
し
が
な
い
。
あ
る
い
は
こ
の
テ
文
に
は
二
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
『
荘
子
』
天
下
篇
中
の
墨
家
的
傾
向
の
あ
る
一
面
と
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
篇
・
『
公
孫
龍
子
』
跡
府
篇
中
の
正
名
の
一
面
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
爾
者
は
非
常
に
統
一
し
が
た
く
、
お
そ
ら
く
は
偶
然
に
よ
る
も
の
で
、
爾
者
が
混
ざ
っ
て
一
つ
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
劉
向
『
説
苑
』
君
道
篇
で
は
、
ヂ
文
は
齊
宣
王
と
「
人
君
之
事
」
に
つ
い
て
論
じ
、
「
無
爲
而
能
容
下
」
（
無
爲
に
し
て
能
く
下
を
容
る
）
、
「
聖
人
寡
爲
而
天
下
理
」
（
聖
人
は
寡
爲
に
し
て
天
下
理
ま
る
）
と
説
い
て
い
る
。
か
つ
人
君
の
無
爲
と
「
大
道
」
・
「
大
徳
」
を
　
　
　
　
　
（
8
）
結
び
つ
け
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
道
家
（
黄
老
思
想
家
）
と
接
近
し
て
お
り
、
『
ヂ
文
子
』
と
思
想
的
に
共
通
性
が
あ
り
、
『
荘
子
』
天
下
篇
に
見
え
る
ヂ
文
と
さ
ほ
ど
關
係
が
な
い
。
　
『
ヂ
文
子
』
大
道
上
篇
の
い
く
つ
か
の
記
述
は
、
『
荘
子
』
天
下
篇
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
曹『サ文子』に見える名思想の研究5
　
　
　
慶
賞
刑
罰
は
、
君
事
な
り
。
守
職
数
能
は
、
臣
業
な
り
。
君
は
功
を
科
し
て
鶏
防
す
、
故
に
慶
賞
刑
罰
有
り
。
臣
は
各
々
務
む
　
　
る
所
を
愼
む
、
故
に
守
職
数
能
有
り
。
君
は
臣
業
に
與
る
べ
か
ら
ず
、
臣
は
君
事
を
侵
す
べ
か
ら
ず
。
上
下
相
い
侵
與
せ
ず
、
之
　
　
れ
を
名
正
と
謂
い
、
名
正
し
く
し
て
法
順
な
り
。
萬
物
に
接
し
て
分
別
あ
ら
し
め
、
海
内
雑
ら
ざ
ら
し
む
。
侮
ら
る
る
も
辱
と
せ
　
　
ず
、
推
さ
る
る
も
胎
ら
ず
。
暴
を
禁
じ
兵
を
息
め
、
世
の
闘
を
救
う
。
此
れ
仁
君
の
徳
に
し
て
、
以
て
主
爲
る
べ
し
。
職
分
を
守
　
　
り
て
齪
れ
ざ
ら
し
め
、
任
ず
る
所
を
愼
み
て
私
無
く
、
餓
飽
心
を
一
に
し
、
殿
巻
慮
を
同
じ
く
す
。
賞
せ
ら
る
る
も
亦
た
忘
れ
ず
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
罰
せ
ら
る
る
も
亦
た
怨
ま
ず
。
此
れ
下
に
居
る
の
節
に
し
て
、
人
臣
爲
る
べ
し
。
　
こ
の
中
の
「
接
萬
物
使
分
別
、
海
内
使
不
雑
。
見
侮
不
辱
、
見
推
不
胎
。
禁
暴
息
兵
、
救
世
之
闘
。
」
は
『
荘
子
』
天
下
篇
の
「
接
萬
物
以
別
宥
爲
始
」
及
び
「
見
侮
不
辱
、
救
民
之
圃
、
禁
攻
寝
兵
、
救
世
之
職
。
」
と
關
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
先
人
は
ま
さ
に
こ
れ
を
根
捺
と
し
て
『
サ
文
子
』
が
偲
造
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
郭
沫
若
は
「
荘
子
所
謂
“
接
萬
物
以
別
宥
爲
始
”
、
接
者
知
之
準
備
也
、
別
宥
者
使
心
無
虜
蔽
宥
也
。
倣
儂
者
不
明
其
義
、
寛
當
作
接
触
與
分
別
解
、
簡
直
是
在
大
岡
笑
話
了
。
」
と
指
摘
　
　
（
0
1
）
し
て
い
る
。
筆
者
も
ま
た
こ
の
二
句
を
用
い
て
君
事
と
臣
業
の
別
を
説
明
す
る
の
は
意
味
が
ま
っ
た
く
噛
み
合
わ
ず
、
不
自
然
で
あ
る
嫌
い
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
サ
文
が
『
ヂ
文
子
』
原
本
と
無
關
係
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
お
り
、
『
サ
文
子
』
は
爾
者
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
故
意
に
こ
の
よ
う
な
一
筆
を
付
け
加
え
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
失
敗
で
あ
る
。
　
大
道
上
篇
の
こ
の
一
段
も
注
目
に
値
す
る
。
　
　
　
世
の
貴
ぶ
所
、
同
じ
く
し
て
之
れ
を
貴
ぶ
、
之
れ
を
俗
と
謂
う
。
世
の
用
い
る
所
、
同
じ
く
し
て
之
れ
を
用
う
、
之
れ
を
物
と
　
　
謂
う
。
萄
く
も
人
に
違
わ
ば
、
俗
の
與
に
せ
ざ
る
所
な
り
。
萄
く
も
衆
に
伎
え
ば
、
俗
の
共
に
去
る
所
な
り
。
故
に
心
皆
な
殊
に
　
　
し
て
爲
行
は
一
の
若
く
、
好
む
所
各
々
異
な
り
て
資
用
は
必
ず
同
じ
、
此
れ
俗
の
齊
す
る
所
、
物
の
飾
る
所
に
し
て
、
故
に
齊
す
　
　
る
所
は
愼
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
飾
る
所
は
揮
ば
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
昔
齊
桓
衣
紫
を
好
み
て
、
闊
境
異
采
を
闘
が
ず
。
楚
荘
細
腰
を
6東洋文化研究8号
　
　
愛
し
て
、
一
國
皆
な
磯
色
有
る
。
上
の
下
を
率
い
る
所
以
は
、
乃
ち
治
齪
の
由
る
所
な
り
。
故
に
俗
萄
く
も
　
珍
す
れ
ば
、
必
ず
　
　
治
を
爲
し
て
以
て
之
れ
を
矯
め
、
物
萄
く
も
溢
る
れ
ば
、
必
ず
制
を
立
て
て
以
て
之
れ
を
検
す
、
俗
に
累
わ
さ
れ
、
物
に
飾
る
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
は
、
與
に
治
を
爲
す
べ
か
ら
ず
。
　
こ
こ
で
の
「
違
於
人
」
、
「
伎
於
衆
」
、
「
累
於
俗
」
、
「
飾
於
物
」
は
、
『
荘
子
』
天
下
篇
の
「
不
累
於
俗
、
不
飾
於
物
、
不
萄
於
人
、
不
伎
於
衆
。
」
と
關
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
仔
細
に
こ
の
一
段
の
文
字
を
検
討
す
る
と
、
や
は
り
作
爲
　
　
　
　
（
1
2
）
の
痕
跡
が
あ
る
。
前
後
の
文
及
び
こ
こ
で
墨
げ
ら
れ
て
い
る
「
齊
桓
」
・
「
楚
荘
」
の
例
か
ら
見
る
と
、
『
サ
文
子
』
の
本
意
は
君
主
の
好
悪
は
個
人
の
好
悪
で
は
な
く
、
天
下
の
臣
民
の
好
悪
に
封
す
る
模
範
の
意
味
を
有
し
て
お
り
、
從
っ
て
愼
重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
ヂ
文
子
』
と
同
じ
「
齊
桓
」
・
「
楚
荘
」
の
故
事
の
引
用
は
君
椹
を
高
め
よ
う
と
苦
心
し
た
職
國
中
晩
期
に
非
常
に
流
行
し
、
『
苞
子
』
君
道
篇
、
『
韓
非
子
』
外
儲
説
左
上
等
に
も
見
え
る
が
、
そ
こ
で
の
主
人
公
は
す
べ
て
統
治
者
で
あ
る
。
し
か
し
『
荘
子
』
天
下
篇
中
の
「
不
累
於
俗
、
不
飾
於
物
、
不
苛
於
人
、
不
伎
於
衆
」
す
る
人
は
決
し
て
統
治
者
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
こ
と
に
特
別
な
政
治
目
的
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
『
サ
文
子
』
の
「
累
於
俗
、
飾
於
物
者
、
不
可
與
爲
治
　
。
」
の
意
味
は
、
天
下
の
人
は
統
治
者
に
盲
從
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
逆
に
君
主
が
天
下
の
人
に
盲
從
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
こ
の
結
論
は
明
ら
か
に
上
述
の
『
サ
文
子
』
の
本
意
と
合
致
せ
ず
、
奇
異
に
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
從
っ
て
、
大
道
上
篇
は
『
荘
子
』
天
下
篇
に
封
し
て
引
用
を
加
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
不
自
然
な
感
じ
が
あ
る
。
　
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
古
籍
中
に
見
え
る
弄
文
を
『
ヂ
文
子
』
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
『
荘
子
』
天
下
篇
は
最
も
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
篇
の
話
題
も
『
ヂ
文
子
』
中
に
出
現
し
て
い
な
い
。
『
説
苑
』
君
道
篇
は
政
治
の
立
場
と
し
て
は
最
も
接
近
し
て
い
る
が
、
「
名
」
と
は
無
關
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
筆
者
は
ヂ
文
と
『
ヂ
文
子
』
は
基
本
的
に
無
關
係
で
あ
り
、
『
サ
文
子
』
は
た
だ
ヂ
文
の
名
を
借
り
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
曹『ヂ文子』に見える名思想の研究7
　
近
年
、
『
ヂ
文
子
』
は
後
人
の
加
工
整
理
の
痕
跡
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
総
膿
と
し
て
は
サ
文
本
人
に
よ
っ
て
稜
下
學
宮
に
お
い
て
完
成
し
た
と
す
る
學
者
が
出
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
周
山
「
サ
文
子
非
偽
辮
」
、
胡
家
聰
の
「
ヂ
文
子
與
稜
下
黄
老
學
派
」
及
び
「
ヂ
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
子
並
非
億
書
」
、
董
英
哲
の
「
《
サ
文
子
》
眞
偲
及
學
派
館
屡
考
辮
」
等
が
あ
る
。
し
か
し
彼
等
の
主
た
る
根
篠
は
『
ヂ
文
子
』
が
偽
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
（
1
5
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
郭
沫
若
か
ら
來
て
い
る
。
劉
節
、
郭
沫
若
が
『
管
子
』
心
術
上
・
下
、
内
業
、
白
心
の
四
篇
こ
そ
宋
銀
・
サ
文
の
遺
著
で
あ
る
と
指
摘
し
て
以
來
、
學
界
で
は
こ
の
説
を
認
め
る
者
は
非
常
に
多
い
。
『
ヂ
文
子
』
に
は
『
管
子
』
四
篇
と
封
照
で
き
る
箇
所
が
比
較
的
多
い
た
め
、
彼
等
は
『
ヂ
文
子
』
の
前
身
が
『
管
子
』
四
篇
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
『
管
子
』
四
篇
が
宋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
鋳
・
ヂ
文
の
遺
著
で
あ
る
か
ど
う
か
は
依
然
と
し
て
問
題
が
存
す
る
。
下
文
に
述
べ
る
と
お
り
、
『
ヂ
文
子
』
に
は
『
管
子
』
四
篇
と
異
な
る
箇
所
も
甚
だ
多
く
、
從
っ
て
爾
者
の
間
に
先
後
縫
承
關
係
が
存
在
す
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
第
二
の
問
題
「
『
サ
文
子
』
は
儒
作
な
の
か
に
つ
い
て
」
は
、
お
お
よ
そ
三
つ
の
意
見
が
あ
る
。
第
一
、
完
全
否
定
派
。
例
え
ば
梁
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
啓
超
『
古
書
眞
儒
及
年
代
』
、
羅
根
澤
「
サ
文
子
探
源
」
、
唐
鍼
「
サ
文
與
《
サ
文
子
》
」
、
郭
沫
若
『
宋
銀
ヂ
文
遺
著
考
』
、
顧
實
『
漢
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
書
藝
文
志
講
疏
』
、
張
岱
年
『
中
國
哲
學
史
史
料
學
』
等
は
『
ヂ
文
子
』
は
魏
各
時
代
に
出
現
し
た
偽
書
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
從
っ
て
彼
等
の
著
述
で
あ
る
中
國
哲
學
史
、
思
想
史
に
お
い
て
は
、
『
荘
子
』
天
下
篇
が
言
及
し
て
い
る
宋
ヂ
學
派
の
み
を
論
じ
て
、
『
ヂ
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
子
』
の
材
料
は
ま
っ
た
く
使
用
し
な
い
。
第
二
、
部
分
否
定
派
。
例
え
ば
中
國
の
學
者
王
啓
湘
、
狂
璽
基
、
日
本
の
學
者
津
田
左
右
吉
、
　
　
（
2
4
）
淺
野
裕
一
は
、
こ
の
書
に
は
職
國
時
期
に
成
立
し
た
部
分
も
あ
り
、
漢
代
あ
る
い
は
魏
留
時
代
に
な
っ
て
ヂ
文
の
名
を
假
託
し
て
新
し
く
書
か
れ
た
部
分
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
偲
作
の
混
じ
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
は
孚
え
な
い
事
實
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
中
に
も
信
用
で
き
る
部
分
が
乏
し
く
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
第
三
、
完
全
肯
定
派
。
特
に
中
國
古
代
論
理
史
研
究
界
で
は
往
々
に
し
て
批
判
を
加
え
る
こ
と
な
く
『
ヂ
文
子
』
の
材
料
を
持
ち
出
し
て
使
用
し
、
し
か
も
直
接
に
そ
れ
を
『
荘
子
』
天
下
篇
に
見
え
る
宋
ヂ
思
想
及
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
び
『
管
子
』
四
篇
と
封
照
し
て
使
用
し
て
お
り
、
こ
れ
は
愼
重
さ
に
敏
け
る
態
度
で
あ
る
。
近
年
來
、
あ
る
學
者
は
『
黄
帝
四
纒
』
等
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の
出
土
資
料
を
『
サ
文
子
』
と
比
較
し
て
、
爾
者
は
思
想
上
多
く
類
似
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
從
っ
て
『
サ
文
子
』
は
決
し
て
魏
脅
時
代
に
突
然
出
現
し
た
偲
書
で
は
な
い
と
い
う
意
見
を
提
示
し
て
い
る
。
彼
等
は
さ
ら
に
『
管
子
』
四
篇
が
宋
鉦
・
ヂ
文
の
遺
著
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
る
と
い
う
説
を
採
用
し
て
、
『
サ
文
子
」
は
ヂ
文
本
人
が
稜
下
學
宮
に
お
い
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
筆
者
が
考
え
る
に
、
肯
定
派
、
否
定
派
に
か
か
わ
ら
ず
、
み
な
極
端
に
過
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
後
文
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
『
サ
文
子
』
中
の
い
く
つ
か
の
用
語
は
職
國
晩
期
か
ら
漢
初
ま
で
し
か
流
行
し
て
お
ら
ず
、
漢
中
期
以
後
で
は
あ
り
え
な
い
。
『
黄
帝
四
纏
』
等
の
出
土
資
料
も
確
か
に
『
ヂ
文
子
』
の
断
代
に
讃
族
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
思
想
が
秦
漢
の
際
の
君
主
專
制
主
義
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
し
、
魏
巫
日
時
代
に
な
っ
て
か
ら
あ
る
者
に
よ
っ
て
突
然
偲
造
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
こ
の
書
の
道
（
黄
老
）
・
名
・
法
の
諸
家
に
封
す
る
高
度
な
思
想
的
整
合
性
か
ら
見
る
と
、
秦
以
前
の
サ
文
に
よ
っ
て
完
成
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
ず
、
明
ら
か
に
漢
代
以
後
の
人
の
加
工
整
理
の
痕
跡
が
あ
る
。
仲
長
氏
が
『
ヂ
文
子
』
を
整
理
し
、
魯
勝
が
墨
辮
を
整
理
し
た
の
は
み
な
魏
否
時
期
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
當
時
の
名
家
思
想
の
再
興
と
關
わ
り
が
あ
る
が
、
そ
の
依
篠
し
た
原
作
は
そ
れ
よ
り
も
早
い
時
期
に
出
現
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
二
　
『
ヂ
文
子
』
の
思
想
的
性
格
と
成
書
時
代
　
次
に
第
三
の
問
題
「
『
サ
文
子
』
は
名
家
の
著
作
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
」
に
つ
い
て
答
え
よ
う
。
『
漢
書
』
、
『
階
書
」
、
『
善
唐
書
』
、
『
新
唐
書
』
、
『
宋
史
』
、
『
文
献
通
考
』
、
『
通
志
』
、
『
郡
齋
讃
書
志
』
は
み
な
『
ヂ
文
子
』
を
名
家
に
列
し
、
『
四
庫
全
書
総
目
』
は
雑
家
に
列
し
て
い
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
筆
者
は
サ
文
と
『
ヂ
文
子
」
を
分
け
て
論
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
た
だ
『
ヂ
文
子
』
だ
け
を
研
究
封
象
と
す
る
。
班
固
が
當
初
名
家
に
入
れ
た
時
、
『
ヂ
文
子
』
が
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
も
し
薗
日
『サ文子』に見える名思想の研究9
『
呂
氏
春
秋
』
の
高
誘
注
が
稻
す
る
「
名
書
」
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
主
に
「
名
」
と
相
關
す
る
問
題
を
論
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
我
々
が
今
日
見
る
こ
と
の
で
き
る
仲
長
氏
が
整
理
し
た
『
サ
文
子
』
は
、
「
名
」
に
關
す
る
論
述
が
極
め
て
豊
富
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
道
（
黄
老
）
、
法
等
の
そ
の
他
の
學
派
の
思
想
内
容
も
融
合
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
様
相
は
極
め
て
雑
駁
で
、
そ
の
た
め
に
『
四
庫
全
書
総
目
』
は
そ
れ
を
雑
家
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
筆
者
が
考
え
る
に
、
狭
義
の
角
度
か
ら
見
る
と
、
『
ヂ
文
子
』
を
名
家
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
『
ヂ
文
子
』
は
道
家
を
高
め
、
其
の
他
の
各
家
を
非
難
す
る
。
大
道
上
篇
で
は
「
大
道
治
者
、
則
名
、
法
、
儒
、
墨
自
腰
、
以
名
、
法
、
儒
、
墨
治
者
、
則
不
得
離
道
。
」
（
大
道
も
て
治
む
る
者
は
、
則
ち
名
、
法
、
儒
、
墨
自
ら
屡
れ
、
名
、
法
、
儒
、
墨
を
以
て
治
む
る
者
は
、
則
ち
道
よ
り
離
る
る
を
得
ず
）
、
「
是
道
治
者
、
謂
之
善
人
。
籍
名
、
法
、
儒
、
墨
者
、
謂
之
不
善
人
。
」
（
道
も
て
治
む
る
を
是
と
す
る
者
は
、
之
れ
を
善
人
と
謂
う
。
名
、
法
、
儒
、
墨
を
籍
る
者
は
、
之
れ
を
不
善
人
と
謂
う
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
典
型
的
な
道
家
の
立
場
で
あ
る
。
第
二
に
、
恵
施
、
公
孫
龍
子
及
び
墨
辮
と
い
っ
た
典
型
的
な
名
家
は
、
彼
等
の
理
論
は
完
全
に
政
治
と
無
關
係
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
話
題
は
主
に
「
名
」
、
「
辮
」
の
問
題
に
集
中
し
て
お
り
、
言
語
や
知
識
論
の
角
度
か
ら
客
観
的
な
事
物
の
抽
象
原
理
に
つ
い
て
議
論
し
、
「
事
實
判
断
」
に
從
事
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
償
値
判
断
」
の
方
面
の
研
究
で
は
な
い
。
『
サ
文
子
』
も
ま
た
い
く
つ
か
「
事
實
判
断
」
の
討
論
に
及
ん
で
お
り
、
ま
た
「
正
名
」
「
形
名
」
「
名
實
」
等
の
名
家
の
重
要
な
話
題
に
及
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ
の
名
思
想
は
實
用
主
義
の
色
彩
を
有
し
て
お
り
、
政
治
に
服
務
し
、
君
主
に
服
務
す
る
と
い
う
明
確
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
從
っ
て
『
ヂ
文
子
』
は
「
苛
察
緻
緯
、
使
人
不
得
反
其
意
、
專
決
於
名
而
失
人
情
。
」
（
苛
察
緻
緯
に
し
て
、
人
を
し
て
其
の
意
に
反
る
を
得
ざ
ら
し
め
、
專
ら
名
に
決
し
て
人
情
を
失
う
）
（
司
馬
談
「
論
六
家
要
旨
」
）
と
い
う
よ
う
な
名
家
で
は
な
い
。
し
か
し
廣
義
の
角
度
か
ら
見
る
と
、
『
サ
文
子
』
は
ま
た
名
家
の
著
作
と
稻
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
大
部
分
の
議
論
は
す
べ
て
「
名
」
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
作
者
は
「
名
」
の
角
度
か
ら
政
治
理
論
を
構
築
す
る
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こ
と
に
努
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
道
家
や
法
家
の
思
想
傾
向
も
有
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
傾
向
は
「
名
」
と
無
關
係
で
は
な
く
、
名
思
想
の
有
機
的
な
構
成
部
分
で
あ
る
。
ゆ
え
に
『
サ
文
子
』
の
よ
う
な
「
名
家
」
に
つ
い
て
改
あ
て
定
義
し
な
お
す
必
要
が
あ
る
。
筆
者
は
、
博
士
論
文
上
編
第
三
章
「
二
種
の
名
家
」
に
お
い
て
、
司
馬
談
の
「
論
六
家
要
旨
」
及
び
班
固
の
『
漢
書
』
藝
文
志
の
名
家
の
定
義
で
は
、
司
馬
談
と
班
固
は
い
ず
れ
も
二
種
の
名
家
を
一
つ
に
合
わ
せ
て
論
じ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
名
家
は
「
事
實
判
噺
」
に
着
眼
す
る
も
の
と
「
償
値
判
噺
」
（
ま
た
す
な
わ
ち
「
治
」
）
に
着
眼
す
る
二
類
に
分
か
れ
、
恵
施
、
公
孫
龍
子
及
び
墨
辮
等
は
「
事
實
判
漸
」
に
着
眼
す
る
名
家
で
あ
っ
て
前
者
に
属
し
、
『
苞
子
』
正
名
篇
、
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
篇
の
類
は
完
全
に
政
治
に
服
務
す
る
名
思
想
の
作
品
で
後
者
に
属
す
る
。
「
治
」
に
着
眼
す
る
名
思
想
は
『
管
子
』
、
『
韓
非
子
』
、
馬
王
堆
老
子
乙
本
巻
前
古
秩
書
等
の
法
家
・
黄
老
思
想
家
の
文
章
の
中
に
も
滲
透
し
て
お
り
、
『
ヂ
文
子
』
は
我
々
が
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
、
名
を
主
と
し
、
道
法
を
融
合
し
た
最
も
集
大
成
の
作
品
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
論
六
家
要
旨
」
中
に
説
く
「
若
夫
控
名
責
實
、
参
伍
不
失
、
此
不
可
不
察
也
。
」
（
夫
の
名
を
控
し
實
を
責
む
る
若
き
は
、
参
伍
失
わ
ず
、
此
れ
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
）
と
い
っ
た
作
品
、
及
び
班
固
が
『
漢
書
』
藝
文
志
で
列
し
討
論
し
た
名
位
禮
敷
の
作
品
は
こ
の
類
に
属
す
る
。
司
馬
談
と
班
固
は
二
者
を
ま
と
め
て
名
家
と
稻
し
た
け
れ
ど
も
、
前
者
を
否
定
し
、
後
者
を
肯
定
す
る
姿
勢
が
十
分
に
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
等
の
眼
に
は
、
我
々
が
今
日
非
常
に
重
視
す
る
「
事
實
判
断
」
に
着
眼
す
る
名
家
は
と
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
「
治
」
に
着
眼
す
る
名
家
こ
そ
名
家
の
代
表
な
の
で
あ
る
。
　
「
債
値
判
断
」
に
着
眼
す
る
名
思
想
は
も
ち
ろ
ん
み
ず
か
ら
の
政
治
傾
向
と
學
派
傾
向
を
有
し
て
い
る
。
『
萄
子
』
正
名
篇
は
儒
家
の
角
度
か
ら
出
登
し
て
い
る
し
、
『
管
子
』
、
『
韓
非
子
』
、
馬
王
堆
老
子
乙
本
巻
前
古
侠
書
に
見
え
る
名
思
想
は
法
家
、
道
家
（
黄
老
思
想
家
）
の
角
度
か
ら
出
嚢
し
て
い
る
。
『
サ
文
子
』
は
『
管
子
」
、
『
韓
非
子
』
、
馬
王
堆
老
子
乙
本
巻
前
古
秩
書
に
類
似
し
て
お
り
、
主
と
し
て
道
家
、
法
家
か
ら
出
爽
し
て
い
る
。
從
っ
て
『
男
文
子
』
も
ま
た
「
道
」
を
首
位
に
置
き
、
「
名
」
、
「
法
」
を
封
置
す
る
現
象
が
曹『ヂ文子』に見える名思想の研究11
全
篇
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
そ
の
成
書
年
代
が
比
較
的
遅
い
こ
と
と
關
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
　
『
ヂ
文
子
』
は
、
そ
の
思
想
内
容
か
ら
時
代
的
な
特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
そ
こ
か
ら
そ
の
成
書
年
代
を
判
噺
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
思
う
に
、
『
ヂ
文
子
』
は
基
本
的
に
君
主
專
制
主
義
に
服
務
す
る
も
の
で
、
強
烈
な
政
治
的
實
用
主
義
の
色
彩
を
有
し
て
お
り
、
主
と
し
て
反
映
し
て
い
る
の
は
戦
國
中
後
期
と
い
う
時
代
の
需
要
で
あ
る
。
戦
國
中
後
期
に
あ
っ
て
當
時
最
も
強
く
叫
ば
れ
て
い
た
の
は
富
國
強
兵
で
あ
り
、
『
ヂ
文
子
』
に
も
こ
の
よ
う
な
強
烈
な
存
亡
興
壌
の
意
識
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
大
道
下
篇
に
「
凡
國
之
存
亡
有
六
徴
、
有
衰
國
、
有
亡
國
、
有
昌
國
、
有
彊
國
、
有
治
國
、
有
齪
國
。
」
（
凡
そ
國
の
存
亡
に
六
徴
有
り
、
衰
國
有
り
、
亡
國
有
り
、
昌
國
有
り
、
彊
國
有
り
、
治
國
有
り
、
齪
國
有
り
）
と
あ
る
。
こ
う
し
た
用
法
は
職
國
時
代
の
文
献
に
よ
く
見
ら
れ
、
『
萄
子
』
、
『
商
君
書
』
、
『
韓
非
子
』
、
『
管
子
』
の
一
部
分
の
文
献
及
び
馬
王
堆
老
子
乙
本
巻
前
古
侠
書
は
み
な
そ
う
で
あ
る
。
『
商
君
書
』
開
塞
篇
に
「
治
國
刑
多
而
賞
少
、
齪
國
賞
多
而
刑
少
。
故
王
者
刑
九
而
賞
一
、
削
國
賞
九
而
刑
一
。
」
（
治
國
は
刑
多
く
し
て
賞
少
な
く
、
齪
國
は
賞
多
く
し
て
刑
少
な
し
。
故
に
王
者
は
刑
九
に
し
て
賞
一
な
り
、
削
國
は
賞
九
に
し
て
刑
一
な
り
）
、
『
葡
子
』
富
國
篇
説
に
「
観
國
之
治
齪
賊
否
、
至
於
彊
易
而
端
已
見
　
。
其
候
微
支
練
、
其
童
關
之
政
蓋
察
、
是
齪
國
已
。
…
…
凡
主
相
臣
下
百
吏
之
属
（
原
本
は
「
俗
」
に
作
る
が
、
愈
樋
の
説
に
よ
っ
て
「
属
」
に
作
る
）
、
其
於
貨
財
、
取
與
、
計
敷
也
、
須
敦
蓋
察
、
其
於
禮
義
節
奏
也
、
芒
朝
慢
楢
、
是
辱
國
已
。
其
耕
者
樂
田
、
其
戦
士
安
難
、
其
百
吏
好
法
、
其
朝
廷
隆
禮
、
其
卿
相
調
議
、
是
治
國
已
。
」
（
國
の
治
齪
戚
否
を
観
る
に
、
彊
易
に
至
り
て
端
已
に
見
る
。
其
の
候
微
は
支
練
し
、
其
の
寛
關
の
政
は
壷
く
察
す
、
是
れ
齪
國
な
り
。
…
…
凡
そ
主
相
臣
下
百
吏
の
属
、
其
の
貨
財
・
取
與
・
計
敷
に
於
け
る
や
、
察
を
敦
盤
す
る
を
須
ち
、
其
の
禮
義
節
奏
に
於
け
る
や
、
芒
朝
慢
楮
す
、
是
れ
辱
國
な
り
。
其
の
耕
者
田
に
樂
し
み
、
其
の
戦
士
難
に
安
ん
じ
、
其
の
百
吏
法
を
好
み
、
其
の
朝
廷
禮
を
隆
ん
に
し
、
其
の
卿
相
議
を
調
う
、
是
れ
治
國
な
り
）
と
あ
り
、
『
管
子
』
、
『
韓
非
子
』
に
も
い
わ
ゆ
る
「
亡
國
」
の
描
窮
が
大
量
に
あ
る
。
馬
王
堆
老
子
乙
本
巻
前
古
侠
書
『
纒
法
』
六
分
篇
は
國
家
を
「
強
國
」
、
「
中
國
」
、
「
小
國
」
に
分
け
、
ほ
か
に
も
「
生
國
」
、
12東洋文化研究8号
「
死
國
」
、
「
亡
國
」
等
の
言
い
方
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
當
時
の
残
酷
な
競
孚
に
あ
っ
て
い
か
に
富
國
強
兵
を
圖
り
存
績
を
求
め
る
か
の
意
識
と
關
係
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
識
は
漢
代
以
後
に
な
る
と
も
は
や
強
調
す
る
必
要
が
な
く
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
　
大
道
下
篇
の
國
家
に
關
す
る
記
述
よ
り
見
る
に
、
『
ヂ
文
子
』
は
完
全
に
君
主
の
立
場
に
立
っ
て
述
べ
て
い
る
。
戦
國
中
後
期
の
君
主
が
最
も
關
心
を
抱
い
た
の
は
、
富
國
強
兵
以
外
で
は
、
い
か
に
君
灌
を
高
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
君
年
長
に
し
て
縢
多
く
、
子
孫
少
な
く
、
宗
族
と
疏
な
る
は
、
衰
國
な
り
。
君
臣
を
寵
し
、
臣
君
を
愛
し
、
公
法
屡
れ
、
私
欲
　
　
行
わ
る
る
は
、
齪
國
な
り
。
國
貧
小
に
し
て
、
家
富
大
に
し
て
、
君
椹
輕
く
、
臣
勢
重
き
は
、
亡
國
な
り
。
凡
そ
此
の
三
徴
、
凶
　
　
悪
残
暴
を
待
ち
て
而
る
後
に
弱
か
ら
ず
、
見
存
す
と
日
う
と
錐
も
、
吾
れ
必
ず
之
れ
を
亡
者
と
謂
う
な
り
。
内
に
專
寵
無
く
、
外
　
　
に
近
習
無
く
、
支
庶
繁
字
し
、
長
幼
齪
れ
ざ
る
は
、
昌
國
な
り
。
農
桑
時
を
以
て
し
、
倉
厘
充
實
し
、
兵
甲
勤
利
に
し
て
、
封
彊
　
　
修
理
す
る
は
、
彊
國
な
り
。
上
其
の
下
に
勝
た
ず
、
下
其
の
上
を
犯
す
能
わ
ず
、
上
下
相
い
勝
犯
せ
ず
、
故
に
禁
令
行
わ
れ
、
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
人
私
無
く
、
瞼
易
を
纏
る
と
難
も
國
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
は
、
治
國
な
り
。
　
こ
こ
で
描
い
て
い
る
昌
國
・
彊
國
・
治
國
の
特
徴
は
、
戦
國
中
晩
期
の
政
治
思
想
の
理
想
・
目
標
と
し
て
各
學
派
が
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
衰
國
・
齪
國
・
亡
國
は
法
家
が
特
に
注
目
し
、
と
り
わ
け
『
韓
非
子
』
に
お
い
て
徹
底
的
な
分
析
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
君
主
專
椹
に
害
の
あ
る
各
種
の
特
徴
で
あ
る
。
大
道
下
篇
に
ま
た
「
所
謂
齪
亡
之
國
者
、
凶
虐
残
暴
不
與
焉
、
所
謂
彊
治
之
國
者
、
威
力
仁
義
不
與
焉
。
」
（
混
齪
に
陥
た
國
・
滅
ぼ
し
た
國
は
君
主
の
「
凶
虐
残
暴
」
で
あ
る
か
ど
う
か
と
關
係
な
い
。
強
く
て
政
治
安
定
し
た
國
は
君
主
の
「
威
力
仁
義
」
が
あ
る
か
ど
う
か
と
關
係
な
い
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
典
型
的
な
法
家
の
立
場
を
さ
ら
に
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
は
職
國
中
晩
期
に
最
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
君
主
專
制
主
義
と
し
か
封
鷹
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
封
し
て
批
判
的
な
態
度
を
と
る
漢
以
後
に
成
立
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
　
大
道
上
篇
に
「
道
不
足
以
治
則
用
法
、
法
不
足
以
治
則
用
術
、
術
不
足
以
治
則
用
権
、
椹
不
足
以
治
則
用
勢
、
勢
用
則
反
権
、
椹
用
曹『ヂ文子』に見える名思想の研究13
則
反
術
、
術
用
則
反
法
、
法
用
則
反
道
、
道
用
則
無
爲
而
自
治
。
」
（
道
以
て
治
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
則
ち
法
を
用
い
、
法
以
て
治
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
則
ち
術
を
用
い
、
術
以
て
治
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
則
ち
権
を
用
い
、
椹
以
て
治
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
則
ち
勢
を
用
い
、
勢
用
い
れ
ば
則
ち
権
に
反
り
、
権
用
い
れ
ば
則
ち
術
に
反
り
、
術
用
い
れ
ば
則
ち
法
に
反
り
、
法
用
い
れ
ば
則
ち
道
に
反
り
、
道
用
い
れ
ば
則
ち
無
爲
に
し
て
自
ら
治
ま
る
）
と
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
『
韓
非
子
』
は
君
権
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
「
法
」
「
術
」
「
勢
」
の
三
つ
の
手
段
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
大
道
上
篇
は
そ
れ
に
「
道
」
と
「
権
」
を
附
け
加
え
、
『
管
子
』
心
術
上
篇
の
解
の
部
分
に
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
え
る
「
事
督
乎
法
、
法
出
乎
灌
、
灌
出
乎
道
」
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
と
、
『
サ
文
子
』
は
雨
者
を
結
合
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
　
君
主
は
人
の
欲
望
を
操
縦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
臣
民
の
利
益
追
求
を
君
主
の
政
治
目
標
と
一
致
さ
せ
、
ま
た
慶
賞
刑
罰
に
よ
っ
て
臣
民
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
こ
の
よ
う
な
『
商
君
書
』
、
『
韓
非
子
』
及
び
一
部
分
の
『
管
子
』
に
お
い
て
強
く
鼓
吹
さ
れ
て
い
る
統
治
方
法
は
『
ヂ
文
子
』
に
も
見
え
る
。
　
　
　
名
定
ま
れ
ば
則
ち
物
競
わ
ず
、
分
明
ら
か
な
れ
ば
則
り
私
行
わ
れ
ざ
る
。
物
競
わ
ざ
る
は
、
心
無
き
に
非
ず
、
名
の
定
ま
る
に
　
　
由
れ
ば
、
故
に
其
の
心
を
措
く
所
無
し
。
私
行
わ
れ
ざ
る
は
、
欲
無
き
に
非
ず
、
分
の
明
ら
か
な
る
に
由
れ
ば
、
故
に
其
の
欲
を
　
　
措
く
所
無
し
。
然
れ
ば
則
ち
心
欲
は
人
人
之
れ
有
り
て
、
心
無
き
欲
無
き
に
同
じ
く
す
る
を
得
る
者
、
之
れ
を
有
道
に
制
す
る
な
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
り
。
（
大
道
上
篇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
慶
賞
刑
罰
は
、
君
事
に
し
て
、
守
職
数
能
は
、
臣
業
な
り
。
（
大
道
上
篇
）
　
　
　
今
爵
線
に
由
り
て
而
る
後
に
富
ま
し
む
れ
ば
、
則
ち
人
必
ず
孚
い
て
力
を
其
の
君
に
蓋
く
す
。
刑
罰
に
由
り
て
而
る
後
に
貧
し
　
　
け
れ
ば
、
則
ち
人
威
な
罪
を
畏
れ
て
善
に
從
う
。
故
に
古
の
國
を
爲
む
る
者
、
民
を
し
て
自
ら
貧
富
た
ら
し
む
こ
と
無
く
、
貧
富
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
は
皆
な
君
に
由
れ
ば
、
則
ち
君
は
制
す
る
所
を
專
に
し
、
民
は
露
す
る
所
を
知
る
。
（
大
道
上
篇
）
　
　
　
今
萬
民
の
人
君
を
望
む
こ
と
、
亦
た
貧
賎
の
富
貴
を
望
む
が
如
し
。
其
の
望
む
所
の
者
は
、
蓋
し
長
幼
を
料
り
、
賦
敏
を
平
ら
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か
に
し
、
其
の
餓
寒
に
時
に
し
、
其
の
疾
痛
を
省
き
、
賞
罰
は
濫
り
に
せ
ず
、
使
役
す
る
に
時
を
以
て
せ
ん
と
欲
す
、
此
の
如
き
　
　
の
み
な
れ
ば
、
則
ち
人
君
に
於
て
損
せ
ざ
る
な
り
。
…
…
故
に
富
貴
な
る
者
は
貧
賎
に
酬
い
ざ
る
べ
き
者
な
る
も
、
人
君
は
萬
民
　
　
に
酬
い
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
萬
民
に
酬
い
ざ
れ
ば
、
則
ち
萬
民
の
戴
く
を
願
わ
ざ
る
所
に
し
て
、
戴
く
を
願
わ
ざ
る
所
な
れ
ば
、
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
ち
君
位
替
わ
る
。
危
き
こ
と
焉
れ
よ
り
甚
だ
し
き
は
莫
く
、
禍
い
焉
れ
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
（
大
道
下
篇
）
　
明
確
な
社
會
的
分
業
と
嚴
格
な
身
分
等
級
を
通
じ
て
整
然
と
秩
序
だ
っ
た
政
治
の
局
面
を
作
り
出
し
、
臣
民
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
場
所
に
お
ら
し
め
、
君
主
を
し
て
無
爲
に
し
て
治
め
し
む
。
こ
れ
は
『
苞
子
』
に
代
表
さ
れ
る
儒
家
、
『
管
子
』
、
『
韓
非
子
』
、
馬
王
堆
老
子
乙
本
巻
前
古
秩
書
に
代
表
さ
れ
る
法
家
、
黄
老
思
想
家
に
共
通
の
話
題
で
あ
り
政
治
目
標
で
あ
る
。
『
ヂ
文
子
』
の
こ
の
方
面
の
論
述
も
枚
畢
に
い
と
ま
が
な
い
。
　
　
　
大
小
多
少
、
各
々
其
の
分
に
當
り
、
農
、
商
、
工
、
仕
、
其
の
業
を
易
え
ず
、
老
農
長
商
、
習
工
薔
士
、
存
せ
ざ
る
莫
け
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）
　
　
則
ち
上
に
威
る
者
何
を
か
事
と
せ
ん
や
。
（
大
道
上
篇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
名
定
ま
れ
ば
則
ち
物
競
わ
ず
、
分
明
ら
か
な
れ
ば
則
ち
私
行
わ
れ
ず
。
（
大
道
上
篇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
愚
弱
な
る
者
は
憬
れ
ず
、
智
勇
な
る
者
は
陵
さ
ず
、
分
に
定
ま
る
な
り
。
（
大
道
上
篇
）
　
以
上
、
強
國
論
、
君
罐
論
、
分
業
論
の
三
つ
の
角
度
か
ら
『
ヂ
文
子
』
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
思
う
に
『
サ
文
子
』
は
君
主
の
立
場
か
ら
出
嚢
し
、
系
統
的
に
職
國
時
代
の
需
求
に
磨
じ
た
重
要
な
話
題
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
文
章
は
語
録
髄
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
比
較
的
は
っ
き
り
し
た
思
想
の
論
理
が
有
り
、
決
し
て
齪
雑
な
集
ま
り
で
は
な
い
。
　
も
ち
ろ
ん
『
ヂ
文
子
』
に
は
後
代
の
整
理
を
纒
た
痕
跡
も
非
常
に
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
。
大
道
上
篇
に
は
「
大
道
も
て
治
む
る
者
は
、
則
ち
名
、
法
、
儒
、
墨
、
自
ら
屡
れ
、
名
、
法
、
儒
、
墨
を
以
て
治
む
る
者
は
、
則
ち
道
よ
り
離
る
る
を
得
ず
。
」
と
あ
る
。
作
者
の
考
え
で
は
、
道
は
名
、
法
、
儒
、
墨
等
の
そ
の
他
の
各
派
よ
り
も
ず
っ
と
高
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
知
の
と
お
り
、
茜
日
『ヂ文子』に見える名思想の研究15
少
な
く
と
も
戦
國
晩
期
に
到
る
ま
で
、
「
儒
」
、
「
墨
」
を
除
い
て
そ
の
他
の
思
想
流
派
の
呼
稻
は
ま
だ
無
く
、
後
代
に
名
家
と
稻
さ
れ
た
者
は
當
時
は
「
察
士
」
、
「
辮
士
」
と
稻
し
た
。
「
陰
陽
、
儒
、
墨
、
名
、
法
、
道
徳
」
と
い
う
厘
分
は
司
馬
談
「
論
六
家
要
旨
」
の
創
意
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
ヂ
文
子
』
は
お
そ
ら
く
こ
の
學
派
厘
分
法
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
医
分
法
そ
の
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
道
家
を
高
め
、
其
の
他
の
各
家
を
非
難
す
る
と
い
う
司
馬
談
の
思
想
的
傾
向
を
も
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
の
思
想
的
傾
向
は
大
道
下
篇
の
以
下
の
一
段
の
中
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
仁
義
禮
樂
名
法
刑
賞
、
凡
そ
此
の
八
者
は
、
五
帝
三
王
の
治
世
の
術
な
り
。
…
…
故
に
仁
な
る
者
は
、
博
く
物
に
施
す
所
以
に
　
　
し
て
、
亦
た
偏
私
を
生
ず
る
所
以
な
り
。
義
な
る
者
は
、
節
行
を
立
つ
る
所
以
に
し
て
、
亦
た
華
偽
を
成
す
所
以
な
り
。
禮
な
る
　
　
者
は
、
恭
謹
を
行
う
所
以
に
し
て
、
亦
た
惰
慢
を
生
ず
る
所
以
な
り
。
樂
な
る
者
は
、
情
志
を
和
す
所
以
に
し
て
、
亦
た
淫
放
を
　
　
生
ず
る
所
以
な
り
。
名
な
る
者
は
、
尊
卑
を
正
す
所
以
に
し
て
、
亦
た
碧
纂
を
生
ず
る
所
以
な
り
。
法
な
る
者
は
、
衆
異
を
齊
う
　
　
る
所
以
に
し
て
、
亦
た
名
分
を
乖
す
る
所
以
な
り
。
刑
な
る
者
は
、
不
服
を
威
す
所
以
に
し
て
、
亦
た
陵
暴
を
生
ず
る
所
以
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
賞
な
る
者
は
、
忠
能
を
渤
ま
す
所
以
に
し
て
、
亦
た
鄙
孚
を
生
ず
る
所
以
な
り
。
　
司
馬
談
「
論
六
家
要
旨
」
の
六
家
に
封
す
る
評
債
に
注
意
す
れ
ば
、
興
味
深
い
現
象
に
氣
つ
く
。
す
な
わ
ち
道
家
を
除
い
て
、
司
馬
談
は
陰
陽
・
名
・
法
・
儒
・
墨
の
各
家
に
封
し
て
み
な
否
定
肯
定
爾
方
の
態
度
を
と
っ
て
お
り
、
た
だ
道
家
だ
け
が
十
全
で
あ
る
と
し
て
馳
・
『
漢
書
』
藝
文
志
に
な
る
と
・
班
固
の
眼
中
の
九
家
に
は
す
べ
て
長
短
が
あ
り
、
か
つ
道
家
も
首
位
に
置
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
我
々
に
重
要
な
情
報
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
ヂ
文
子
』
の
道
を
首
位
と
し
て
各
家
を
非
難
す
る
思
想
構
造
は
、
お
そ
ら
く
漢
初
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
遅
く
と
も
班
固
以
後
に
は
な
ら
な
い
。
　
さ
ら
に
注
目
に
値
す
る
の
は
「
道
器
」
論
で
あ
る
。
『
サ
文
子
』
の
冒
頭
の
一
句
は
「
大
道
無
形
、
構
器
有
名
」
（
大
道
は
形
無
く
、
器
を
構
す
る
に
名
有
り
）
と
あ
る
。
こ
れ
と
最
も
近
い
表
現
は
『
周
易
』
繋
僻
篇
上
篇
の
「
形
而
上
者
謂
之
道
。
形
而
下
者
謂
之
器
。
」
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（
形
而
上
な
る
者
は
之
れ
を
道
と
謂
う
。
形
而
下
な
る
者
は
之
れ
を
器
と
謂
う
）
（
馬
王
堆
吊
書
『
周
易
』
繋
僻
篇
も
同
じ
）
、
こ
の
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
現
は
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
三
篇
に
は
ま
だ
見
え
て
お
ら
ず
、
從
っ
て
比
較
的
遅
い
時
代
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
筆
者
の
博
士
論
文
下
編
第
一
章
「
孔
子
「
正
名
」
の
再
検
討
」
で
論
謹
し
た
よ
う
に
、
孔
子
「
正
名
」
に
關
す
る
引
用
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
漢
代
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
大
道
上
篇
に
「
故
仲
尼
云
、
必
也
正
名
乎
。
名
不
正
則
言
不
順
也
。
」
（
故
に
仲
尼
云
う
、
必
ず
や
名
を
正
さ
ん
か
。
名
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
言
順
な
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
）
と
あ
る
の
も
漢
代
以
後
に
挿
入
さ
れ
た
内
容
に
ほ
か
な
ら
ず
、
『
ヂ
文
子
』
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
孔
子
「
正
名
」
は
ほ
と
ん
ど
何
の
關
係
も
な
い
。
こ
の
話
を
引
用
し
た
の
は
た
だ
有
名
人
の
言
葉
を
用
い
て
「
名
」
の
重
要
性
を
謹
明
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
孔
子
「
正
名
」
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
戦
國
時
代
以
前
の
こ
と
で
は
な
く
、
逆
に
漢
代
以
後
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
　
以
上
よ
り
、
『
サ
文
子
』
の
多
く
の
内
容
は
戦
國
中
晩
期
の
思
想
的
特
色
を
反
映
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
道
を
首
位
に
置
い
て
各
學
派
を
ま
と
め
る
と
い
う
思
想
的
傾
向
は
漢
代
以
後
に
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
も
お
そ
ら
く
道
家
の
地
位
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
も
そ
も
の
名
を
主
と
す
る
思
想
構
造
を
改
造
し
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
思
想
を
融
合
さ
せ
、
最
終
的
に
今
日
我
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
『
ヂ
文
子
』
の
雑
駁
な
様
相
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
　
『
サ
文
子
』
の
名
思
想
の
集
大
成
的
性
格
　
以
上
、
長
々
と
『
ヂ
文
子
』
の
眞
儂
問
題
、
思
想
的
屡
性
、
成
立
時
代
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
『
ヂ
文
子
』
の
名
思
想
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
避
け
ら
れ
な
い
作
業
で
あ
る
。
上
述
の
論
謹
を
通
し
て
、
『
ヂ
文
子
』
の
名
思
想
は
一
種
の
實
用
主
義
で
、
專
制
政
治
に
服
務
す
る
思
想
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
戦
國
時
代
の
各
學
派
の
名
思
想
が
言
及
し
て
い
曹『ヂ文子』に見える名思想の研究17
る
重
要
な
命
題
は
、
『
サ
文
子
』
で
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
論
じ
て
お
り
、
從
っ
て
そ
の
名
思
想
は
集
大
成
的
な
特
色
が
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
思
想
構
造
が
最
終
的
に
完
成
し
た
の
は
漢
代
以
後
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
以
下
、
『
サ
文
子
』
と
各
學
派
の
名
思
想
と
の
關
係
、
『
ヂ
文
子
』
が
言
及
し
て
い
る
重
要
な
命
題
に
つ
い
て
詳
細
な
論
述
を
行
う
。
1
『
サ
文
子
』
と
早
期
名
家
の
關
係
18東洋文化研究8号
　
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
名
家
は
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
恵
施
、
公
孫
龍
、
墨
辮
を
代
表
と
す
る
「
事
實
判
断
」
に
關
心
を
持
つ
早
期
名
家
と
、
名
思
想
を
利
用
し
て
專
制
君
主
の
た
め
に
謀
略
を
め
ぐ
ら
し
、
諮
問
に
封
し
て
政
策
を
提
供
す
る
後
期
名
家
で
あ
る
。
後
期
名
家
は
抽
象
的
な
思
索
に
力
を
そ
そ
が
ず
、
實
用
主
義
的
な
色
彩
を
有
し
て
お
り
、
從
っ
て
儒
家
、
法
家
、
黄
老
思
想
家
の
観
嵩
と
往
々
に
し
て
混
清
す
る
。
『
ヂ
文
子
』
は
後
期
名
家
に
圃
す
る
が
、
傳
統
的
な
名
家
の
研
究
成
果
を
排
斥
せ
ず
、
そ
れ
を
用
い
て
後
期
名
家
の
観
貼
に
理
論
上
の
根
檬
を
提
供
し
て
い
る
。
例
え
ば
大
道
上
篇
に
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
　
　
　
語
に
日
わ
く
、
好
牛
と
。
又
た
曰
わ
く
、
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
。
好
は
則
ち
物
の
通
稻
な
り
。
牛
は
則
ち
物
の
定
形
　
　
に
し
て
、
通
構
を
以
て
定
形
に
随
う
は
、
窮
極
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
設
し
復
た
好
馬
と
言
え
ば
、
則
ち
復
た
馬
に
連
ぬ
れ
ば
、
　
　
則
ち
好
の
通
ず
る
所
方
無
き
な
り
。
設
し
復
た
好
人
と
言
え
ば
、
則
ち
彼
れ
人
に
圏
さ
れ
ば
、
則
ち
好
は
人
に
非
ず
、
人
は
好
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
非
ざ
る
な
り
。
則
ち
好
牛
・
好
馬
・
好
人
の
名
自
ら
離
る
。
故
に
曰
く
、
名
分
は
相
い
齪
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
　
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
は
み
な
こ
の
一
段
が
公
孫
龍
の
「
白
馬
」
論
と
關
係
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
爾
者
が
い
ず
れ
も
修
飾
語
と
被
修
飾
語
の
意
味
上
の
違
い
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
公
孫
龍
を
見
て
み
る
と
、
「
馬
者
、
所
以
命
形
也
。
白
者
、
所
以
命
色
也
。
命
色
形
非
命
形
也
。
」
（
馬
は
、
形
を
命
く
る
所
以
な
り
。
白
は
、
色
を
命
く
る
所
以
な
り
。
色
形
を
命
く
る
は
形
を
命
く
る
に
非
ざ
る
な
り
）
の
「
白
馬
」
が
際
だ
っ
て
い
る
の
は
馬
が
具
備
し
て
い
る
馬
の
形
態
と
白
の
屡
性
で
あ
り
、
從
っ
て
形
態
と
屡
性
を
兼
備
し
て
い
る
「
白
馬
」
は
當
然
た
だ
形
態
を
有
し
て
い
る
だ
け
の
「
馬
」
と
は
異
な
る
。
『
サ
文
子
』
も
ま
た
「
好
牛
」
と
「
牛
」
の
厘
別
を
際
だ
た
せ
て
お
り
、
「
好
」
は
通
稻
、
す
な
わ
ち
我
々
が
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
「
共
相
」
、
「
普
遍
」
、
コ
般
」
で
、
「
牛
」
は
「
定
形
」
、
す
な
わ
ち
我
々
が
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
「
個
別
」
、
「
特
殊
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
爾
者
は
た
だ
出
獲
嵩
に
お
い
て
類
似
し
て
い
る
だ
け
で
、
最
終
的
に
導
き
出
さ
れ
る
結
論
は
完
全
に
異
な
っ
て
い
る
。
公
孫
龍
の
研
究
封
象
は
こ
と
ば
の
構
成
と
こ
と
ば
に
關
す
る
思
維
で
あ
る
駝
に
お
い
て
首
尾
一
貫
で
あ
り
、
探
究
し
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う
な
前
提
条
件
下
で
ど
の
よ
う
な
「
名
實
一
致
」
が
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
從
っ
て
、
嚴
格
な
意
味
で
言
う
と
、
「
白
馬
」
の
名
と
「
馬
」
の
實
は
不
一
致
で
あ
る
。
『
ヂ
文
子
』
の
結
論
は
こ
れ
と
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
最
終
的
な
關
心
は
「
名
分
不
可
相
齪
」
に
あ
る
。
通
稻
の
名
と
定
形
の
名
は
政
治
上
の
作
用
に
お
い
て
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
定
形
の
名
は
事
實
で
あ
り
不
可
愛
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
通
構
の
名
は
必
ず
し
も
事
實
で
は
な
く
、
必
ず
し
も
事
實
で
な
い
名
は
「
償
値
判
断
」
と
し
て
、
一
種
の
政
治
権
力
と
し
て
君
主
の
手
中
で
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
こ
れ
よ
り
、
『
サ
文
子
』
は
「
白
馬
」
に
類
似
し
た
「
好
牛
」
、
「
好
人
」
の
話
題
を
利
用
し
、
名
家
の
通
稻
と
定
形
に
關
す
る
理
論
を
通
じ
て
、
自
己
の
政
治
學
を
説
明
し
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
何
を
「
通
稻
」
と
言
い
、
何
を
「
定
形
」
と
言
い
、
爾
者
の
關
係
は
い
か
な
る
も
の
か
、
『
サ
文
子
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
抽
象
的
な
分
析
を
ま
っ
た
く
行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
論
理
史
研
究
者
は
こ
の
一
段
に
も
と
つ
い
て
公
孫
龍
を
含
む
名
家
が
『
ヂ
文
子
』
の
影
響
を
受
け
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
　
　
　
　
　
（
4
1
）
ら
か
に
お
か
し
い
。
　
論
理
史
研
究
者
が
以
下
の
「
形
名
」
に
關
す
る
論
述
を
引
用
し
、
『
ヂ
文
子
』
が
『
公
孫
龍
子
』
等
の
典
型
的
な
名
家
と
同
じ
論
理
思
想
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
讃
明
す
る
と
い
う
の
も
常
で
あ
る
。
曹「サ文子』に見える名思想の研究19
　
　
　
形
有
る
者
は
必
ず
名
有
り
、
名
有
る
者
は
未
だ
必
ず
し
も
形
有
ら
ず
。
形
あ
り
て
名
あ
ら
ざ
る
は
、
未
だ
必
ず
し
も
其
の
方
圓
　
　
白
黒
の
實
を
失
わ
ず
。
名
あ
り
て
形
あ
ら
ざ
る
は
、
名
を
尋
ね
て
以
て
其
の
差
を
検
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
（
本
に
「
名
而
不
可
不
尋
　
　
名
以
検
其
差
」
に
作
る
。
孫
詰
譲
に
篠
り
て
校
増
す
）
。
故
に
亦
た
名
有
り
て
以
て
形
を
検
し
、
形
も
て
名
を
定
め
、
名
も
て
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
を
定
め
、
事
も
て
名
を
検
し
、
其
の
然
る
所
以
を
察
す
れ
ば
、
則
ち
形
名
の
事
物
と
、
其
の
理
を
隠
す
所
無
し
。
（
大
道
上
篇
）
　
こ
の
一
段
の
論
述
は
確
か
に
名
家
に
よ
く
見
ら
れ
る
抽
象
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
有
形
者
必
有
名
、
有
名
者
未
必
有
形
。
」
の
意
味
は
、
物
膿
に
は
形
状
が
あ
る
た
め
、
必
ず
そ
れ
に
封
慮
す
る
物
名
も
あ
る
。
し
か
し
、
名
は
具
膿
的
な
物
の
名
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
抽
象
的
な
概
念
と
し
て
の
「
名
」
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
「
白
馬
」
の
「
白
」
を
例
と
す
る
と
、
現
實
に
は
「
白
」
と
い
う
具
髄
的
な
形
は
な
く
、
た
だ
「
白
馬
」
、
「
白
雪
」
等
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
だ
人
の
主
観
的
な
意
識
の
中
に
し
か
存
在
し
な
い
の
で
、
「
有
名
者
未
必
有
形
」
と
言
う
。
「
形
而
不
名
、
未
必
失
其
方
圓
白
黒
之
實
。
」
は
比
較
的
理
解
し
や
す
く
、
物
膿
は
命
名
さ
れ
て
い
な
く
と
も
「
方
圓
白
黒
之
實
」
は
そ
れ
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
名
而
不
形
、
不
可
不
尋
名
以
検
其
差
」
は
や
や
理
解
し
が
た
く
、
一
般
的
に
は
、
も
し
名
稻
を
具
髄
的
な
事
物
と
封
照
さ
せ
な
け
れ
ば
名
稻
に
ず
れ
が
生
じ
て
く
る
と
い
う
意
味
で
解
繹
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
有
名
者
未
必
有
形
」
と
封
照
さ
せ
れ
ば
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
の
は
や
は
り
抽
象
的
な
名
、
概
念
の
名
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
涯
萸
基
は
「
至
於
名
而
不
形
的
抽
象
概
念
、
則
必
須
依
種
類
關
係
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
定
義
形
式
以
検
験
其
由
特
差
形
成
的
不
同
形
式
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
解
繹
が
比
較
的
妥
當
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
名
は
抽
象
的
な
概
念
で
あ
り
、
旦
ハ
髄
的
な
事
物
を
用
い
て
分
類
整
理
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
た
だ
概
念
そ
の
も
の
を
用
い
て
分
類
整
理
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
純
梓
な
思
索
の
領
域
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
明
ら
か
に
『
サ
文
子
』
は
こ
の
一
段
で
確
か
に
忠
實
に
名
家
の
こ
と
ば
分
析
に
關
す
る
理
論
を
説
明
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
理
論
は
道
家
、
法
家
、
黄
老
思
想
家
に
は
そ
れ
ほ
ど
見
え
る
も
の
で
は
な
い
。
論
理
史
研
究
者
は
こ
の
一
段
、
特
に
「
名
以
楡
形
、
形
以
定
名
、
名
以
定
事
、
事
以
検
名
」
の
一
句
を
と
ら
え
て
、
『
サ
文
20東洋文化研究8号
子
』
に
高
い
評
債
を
與
え
て
い
る
。
例
え
ば
崔
清
田
『
名
學
與
辮
學
』
は
宋
釧
・
サ
文
學
派
を
『
サ
文
子
』
と
一
つ
に
混
同
し
て
、
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
”
白
黒
方
圓
之
實
”
是
不
依
頼
於
名
的
、
而
名
卸
是
依
頼
於
形
的
、
是
由
形
或
實
派
生
的
。
所
以
形
或
實
是
第
一
性
的
、
名
是
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
　
　
第
二
性
的
。
在
形
名
關
係
上
、
宋
、
ヂ
的
観
嵩
是
唯
物
主
義
的
。
　
筆
者
が
考
え
る
に
、
『
罪
文
子
』
の
形
名
に
關
す
る
論
述
は
、
確
か
に
理
論
上
早
期
名
家
の
影
響
を
比
較
的
深
く
受
け
て
い
る
。
し
か
し
『
ヂ
文
子
』
は
『
公
孫
龍
子
』
あ
る
い
は
墨
辮
の
よ
う
に
思
索
の
領
域
で
形
名
に
つ
い
て
よ
り
多
く
か
つ
深
い
議
論
は
展
開
し
て
お
ら
ず
、
た
と
え
現
代
人
が
『
ヂ
文
子
』
に
い
わ
ゆ
る
唯
物
主
義
の
意
識
が
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
そ
う
と
も
、
『
ヂ
文
子
』
の
作
者
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
唯
物
主
義
の
意
識
は
ま
っ
た
く
意
味
が
な
く
、
『
ヂ
文
子
』
は
完
全
に
君
主
の
實
用
の
立
場
に
立
っ
て
形
名
論
を
展
開
し
て
い
る
。
「
無
名
、
故
大
道
無
構
、
有
名
、
故
名
以
正
形
。
今
萬
物
具
存
、
不
以
名
正
之
則
齪
、
萬
名
具
列
、
不
以
形
鷹
之
則
乖
。
」
（
名
無
し
、
故
に
大
道
に
稻
無
く
、
名
有
り
、
故
に
名
も
て
形
を
正
す
。
今
萬
物
具
存
す
る
に
、
名
を
以
て
之
れ
を
正
さ
ざ
れ
ば
則
ち
齪
れ
、
萬
名
具
列
す
る
に
、
形
を
以
て
之
れ
に
鷹
ぜ
ざ
れ
ば
則
ち
乖
く
）
、
「
名
也
者
、
正
形
者
也
。
形
正
由
名
、
則
名
不
可
差
。
」
（
名
な
る
者
は
、
形
を
正
す
者
な
り
。
形
の
正
し
き
は
名
に
由
れ
ば
、
則
ち
名
は
差
う
べ
か
ら
ず
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
ヂ
文
子
』
が
強
調
し
て
い
る
の
は
「
名
」
が
「
形
」
に
依
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
名
」
が
「
形
」
に
封
し
て
決
定
的
な
支
配
的
地
位
に
あ
り
、
萬
物
は
た
だ
「
名
」
に
慮
ず
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
、
つ
ま
り
た
だ
受
動
的
に
「
名
」
の
規
定
を
受
け
入
れ
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
名
」
が
「
形
」
に
封
し
て
決
定
的
な
作
用
を
有
す
る
た
め
に
、
君
主
の
最
も
重
要
な
政
治
目
標
は
「
名
分
」
と
し
て
確
立
す
る
。
こ
の
よ
う
な
形
名
論
を
出
嚢
瀦
と
し
て
、
最
終
的
に
導
き
出
さ
れ
る
の
は
必
然
的
に
政
治
上
の
名
分
論
で
あ
る
。
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『
ヂ
文
子
』
と
法
家
の
關
係
　
法
家
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
名
思
想
に
は
、
最
も
重
視
す
べ
き
嵩
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
名
分
制
度
を
通
じ
て
、
國
家
全
膿
を
、
尊
卑
關
係
と
社
會
分
業
が
整
然
と
し
た
、
人
々
が
み
な
自
己
の
地
位
、
職
責
、
義
務
を
明
確
に
す
る
、
効
率
の
高
い
政
治
の
機
械
に
攣
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
面
の
名
思
想
は
『
管
子
』
の
法
家
文
献
、
『
商
君
書
』
・
『
韓
非
子
』
に
比
較
的
多
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
機
械
を
管
理
す
る
た
め
に
提
供
さ
れ
た
操
作
方
法
で
あ
る
「
循
名
責
實
」
と
「
形
名
参
同
」
の
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
韓
非
子
』
に
お
い
て
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
方
面
の
う
ち
、
『
ヂ
文
子
』
は
前
者
に
つ
い
て
非
常
に
豊
富
な
論
述
が
あ
り
、
特
に
名
分
制
度
と
名
法
關
係
の
方
面
に
お
い
て
さ
ら
に
理
論
上
の
貢
献
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
『
サ
文
子
』
の
名
分
制
度
に
お
け
る
論
述
を
見
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
大
要
は
先
ず
名
分
を
正
し
、
相
い
侵
雑
せ
ざ
ら
し
む
る
に
在
り
。
（
大
道
上
篇
）
　
　
　
賢
愚
を
し
て
相
い
棄
て
ず
、
能
鄙
を
し
て
相
い
遺
て
ざ
ら
し
む
。
能
鄙
相
い
遺
て
ざ
れ
ば
、
則
ち
能
鄙
功
を
齊
し
く
す
。
賢
愚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
相
い
棄
て
ざ
れ
ば
、
則
ち
賢
愚
慮
を
等
し
く
す
。
此
れ
至
治
の
術
な
り
。
（
大
道
上
篇
）
　
　
　
名
定
ま
れ
ば
則
ち
物
競
わ
ず
、
分
明
ら
か
な
れ
ば
則
ち
私
行
わ
れ
ず
。
物
競
わ
ざ
る
は
、
心
無
き
に
非
ず
、
名
の
定
ま
れ
る
に
　
　
由
れ
ば
、
故
に
其
の
心
を
措
く
所
無
し
。
私
行
わ
れ
ざ
る
は
、
欲
無
き
に
非
ず
、
分
の
明
ら
か
な
る
に
由
れ
ば
、
故
に
其
欲
を
措
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
　
く
所
無
し
。
（
大
道
上
篇
）
　
　
　
全
治
に
し
て
閾
無
き
者
は
、
大
小
多
少
、
各
々
其
の
分
に
當
り
、
農
・
商
・
工
・
仕
、
其
の
業
を
易
え
ず
、
老
農
長
商
、
習
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
蕾
士
、
存
せ
ざ
る
は
莫
け
れ
ば
、
則
ち
上
に
慮
る
者
何
を
か
事
と
せ
ん
や
。
（
大
道
上
篇
）
　
　
　
慶
賞
刑
罰
は
、
君
事
な
り
。
守
職
致
能
は
、
臣
業
な
り
。
君
は
功
を
科
し
て
瓢
防
す
、
故
に
慶
賞
刑
罰
有
り
。
臣
は
各
々
務
む
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る
所
を
愼
む
、
故
に
守
職
致
能
有
り
。
君
は
臣
業
に
與
る
べ
か
ら
ず
、
臣
は
君
事
を
侵
す
べ
か
ら
ず
。
上
下
相
い
侵
與
せ
ず
、
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
れ
を
名
正
と
謂
い
、
名
正
し
く
し
て
法
順
な
り
。
（
大
道
上
篇
）
　
『
サ
文
子
』
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
君
臣
の
間
、
士
・
農
・
商
・
工
の
間
、
さ
ら
に
は
賢
・
愚
、
能
・
鄙
の
間
さ
え
、
み
な
た
が
い
に
侵
す
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ず
か
ら
の
職
を
書
く
し
、
整
然
と
し
た
「
全
治
而
無
閾
」
の
政
治
理
想
を
實
現
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
の
は
、
名
分
制
度
を
確
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
そ
の
規
定
の
正
確
な
位
置
に
お
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
名
分
制
度
を
確
立
す
る
た
め
に
ま
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
名
を
正
す
こ
と
で
あ
る
。
大
道
上
篇
に
「
今
萬
物
旦
ハ
存
、
不
以
名
正
之
則
齪
、
萬
名
旦
ハ
列
、
不
以
形
鷹
之
則
乖
。
故
形
名
者
、
不
可
不
正
也
。
」
（
今
萬
物
具
存
す
る
に
、
名
を
以
て
之
を
正
さ
ざ
れ
ば
則
ち
齪
れ
、
萬
名
具
列
す
る
に
、
形
を
以
て
之
に
鷹
ぜ
ざ
れ
ば
則
ち
乖
く
。
故
に
形
名
は
、
正
さ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
）
と
あ
る
。
上
述
の
一
段
は
抽
象
的
な
形
名
論
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
目
的
は
名
分
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
名
を
用
い
て
「
正
」
す
と
い
う
の
は
、
「
萬
物
」
を
分
類
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
を
見
つ
け
出
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
形
を
用
い
て
「
鷹
」
ず
る
と
い
う
の
は
、
「
形
」
を
「
名
」
の
規
定
に
符
合
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
分
類
に
關
し
て
は
、
『
ヂ
文
子
』
は
、
現
實
の
政
治
に
あ
っ
て
封
象
の
徹
底
的
な
分
類
あ
る
い
は
徹
底
的
な
「
名
實
一
致
」
と
い
う
の
は
非
常
に
行
う
の
が
難
し
く
、
そ
う
す
る
と
た
だ
大
き
な
分
類
を
追
求
す
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
分
類
（
「
名
不
可
不
辮
」
）
は
政
治
の
第
一
歩
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
　
　
善
名
は
善
と
命
け
、
悪
名
は
悪
と
命
く
、
故
に
善
に
善
名
有
り
て
、
悪
に
悪
名
有
り
。
聖
賢
仁
智
は
、
善
と
命
く
る
者
な
り
。
　
　
頑
器
凶
愚
は
、
悪
と
命
く
る
者
な
り
。
今
即
し
聖
賢
仁
智
の
名
も
て
、
聖
賢
仁
智
の
實
を
求
む
れ
ば
、
未
だ
之
れ
を
或
い
は
蓋
く
　
　
さ
ず
、
即
し
頑
麗
凶
愚
の
名
も
て
、
頑
器
凶
愚
の
實
を
求
む
れ
ば
、
亦
た
未
だ
或
い
は
壼
く
さ
ざ
る
な
り
。
善
悪
を
し
て
壷
然
と
　
　
分
有
ら
し
む
れ
ば
、
未
だ
能
く
物
の
實
を
蓋
く
さ
ざ
る
と
雛
も
、
猶
お
其
の
差
を
患
え
ざ
る
な
り
。
故
に
曰
わ
く
、
名
は
辮
ぜ
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
。
（
大
道
上
篇
）
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職
國
時
代
晩
期
に
盛
ん
に
流
行
し
た
法
家
の
名
分
論
及
び
儒
家
の
筍
子
が
詳
細
に
論
述
し
た
「
分
」
論
と
比
べ
れ
ば
、
『
サ
文
子
』
の
名
分
論
も
君
主
專
制
國
家
に
服
務
す
る
政
治
理
論
で
あ
る
と
い
う
嵩
に
お
い
て
は
攣
り
が
な
い
が
、
名
分
に
封
す
る
解
繹
が
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。
『
ヂ
文
子
』
に
見
え
る
「
名
分
」
に
は
二
つ
の
含
意
が
あ
り
、
身
分
と
封
鷹
す
る
名
分
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
名
分
の
二
字
を
分
開
し
て
二
つ
の
異
な
る
意
味
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
　
先
に
上
文
で
「
好
牛
」
の
例
を
引
い
た
が
、
結
論
部
分
で
は
『
サ
文
子
』
は
明
確
に
「
名
分
不
可
相
齪
」
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
の
「
名
分
」
は
い
か
に
解
繹
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
次
の
例
が
あ
る
い
は
我
々
に
い
さ
さ
か
示
唆
を
與
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
名
稻
は
、
彼
此
を
別
ち
て
虚
實
を
検
す
る
者
な
り
。
古
自
り
今
に
至
る
ま
で
、
此
を
用
い
て
得
、
彼
を
用
い
て
失
わ
ざ
る
莫
し
。
　
　
失
は
、
名
分
の
混
ず
る
に
由
る
。
得
は
、
名
分
の
察
な
る
に
由
る
。
今
賢
に
親
し
み
て
不
肖
を
躁
ん
じ
、
善
を
賞
し
て
悪
を
罰
す
。
　
　
賢
不
肖
善
悪
の
名
は
宜
し
く
彼
に
在
る
べ
く
、
親
疏
賞
罰
の
稻
は
宜
し
く
我
に
圃
す
べ
く
、
我
の
彼
と
、
各
々
（
或
い
は
「
又
」
　
　
に
作
る
、
伍
非
百
本
に
接
り
て
改
む
）
復
た
一
名
、
名
の
察
な
る
者
な
り
。
賢
不
肖
を
名
づ
け
て
親
疎
を
爲
し
、
善
悪
を
名
づ
け
　
　
て
賞
罰
を
爲
す
。
彼
我
の
一
稻
を
合
わ
せ
て
之
れ
を
別
た
ざ
る
は
、
名
の
混
ず
る
者
な
り
。
故
に
日
わ
く
、
名
稻
は
、
察
せ
ざ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
　
　
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
。
（
大
道
上
篇
）
　
こ
の
一
段
を
讃
ん
で
分
か
る
よ
う
に
、
「
名
」
は
我
の
名
と
彼
の
名
の
雨
種
に
分
か
れ
、
「
我
」
は
君
主
を
指
し
、
「
彼
」
は
臣
下
を
指
す
。
「
我
」
は
「
名
」
を
與
え
る
こ
と
が
で
き
、
「
彼
」
は
た
だ
「
名
」
及
び
「
名
」
と
封
鷹
す
る
「
稻
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
「
好
人
」
に
つ
い
て
言
う
と
、
「
人
」
は
封
象
と
し
て
不
攣
で
あ
る
が
、
「
好
」
か
「
好
」
で
な
い
か
、
「
賢
」
か
「
不
肖
」
か
、
「
善
」
か
「
悪
」
か
と
い
っ
た
通
構
は
君
主
に
よ
っ
て
の
み
判
断
、
決
定
さ
れ
る
。
封
象
に
與
え
る
通
稻
が
確
定
し
て
は
じ
め
て
、
「
名
賢
不
肖
爲
親
躁
、
名
善
悪
爲
賞
罰
」
、
す
な
わ
ち
「
賢
」
人
に
「
親
」
し
み
、
「
不
肖
」
者
を
「
躁
」
ん
じ
、
「
善
」
人
を
「
賞
」
し
、
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「
悪
」
者
を
「
罰
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
の
「
名
」
は
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
政
治
上
の
措
置
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
「
親
疏
賞
罰
之
稻
」
は
「
法
」
に
類
似
す
る
動
作
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
ヂ
文
子
』
の
「
法
」
に
封
す
る
分
類
に
「
治
衆
之
法
、
慶
賞
刑
罰
是
也
」
（
治
衆
の
法
は
、
慶
賞
刑
罰
是
れ
な
り
）
と
い
う
一
條
が
あ
り
、
そ
の
謹
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
賢
不
肖
善
悪
之
名
」
と
「
親
疏
賞
罰
之
稻
」
の
二
種
の
名
稻
は
嚴
格
に
厘
別
す
る
必
要
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
「
我
」
す
な
わ
ち
「
君
主
」
に
よ
っ
て
操
縦
さ
れ
把
握
さ
れ
る
。
「
名
」
の
賦
與
灌
と
「
法
」
の
執
行
権
は
み
な
君
主
に
よ
っ
て
濁
占
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
輕
々
し
く
人
に
譲
っ
て
は
な
ら
な
い
。
「
親
賢
而
躁
不
肖
、
賞
善
而
罰
悪
」
が
示
し
て
い
る
の
は
實
は
君
椹
が
確
立
さ
れ
る
前
の
状
態
で
あ
り
、
賢
を
揚
げ
て
不
肖
を
抑
え
、
善
を
揚
げ
て
悪
を
抑
え
る
と
い
う
の
は
極
め
て
自
然
な
事
で
、
み
な
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
し
、
儒
家
が
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
鼓
吹
し
て
い
る
。
し
か
し
法
家
を
代
表
と
す
る
君
権
を
推
進
す
る
者
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
は
す
で
に
君
椹
を
侵
犯
し
て
お
り
、
「
名
賢
不
肖
爲
親
躁
、
名
善
悪
爲
賞
罰
」
は
た
だ
君
主
の
み
が
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
で
あ
り
、
そ
の
他
の
者
は
手
を
染
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
君
権
を
擁
護
す
る
と
い
う
嵩
で
、
『
ヂ
文
子
』
は
明
ら
か
に
法
家
と
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
の
特
色
は
「
名
」
の
角
度
か
ら
理
論
上
の
解
繹
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
は
『
サ
文
子
』
が
名
思
想
に
よ
っ
て
法
思
想
に
封
し
て
行
っ
た
貢
献
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
特
色
の
あ
る
「
名
分
」
論
は
『
サ
文
子
』
中
に
非
常
に
多
く
見
え
る
。
さ
ら
に
以
下
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。
　
　
　
五
色
・
五
聲
・
五
臭
・
五
味
の
凡
そ
四
類
は
、
自
然
と
し
て
天
地
の
間
に
存
し
て
人
の
用
と
爲
る
を
期
せ
ざ
る
も
、
人
必
ず
之
　
　
れ
を
用
い
、
終
身
各
々
好
悪
有
り
て
其
の
名
分
を
辮
ず
る
能
わ
ざ
る
。
名
は
宜
し
く
彼
に
属
す
べ
く
、
分
は
宜
し
く
我
に
属
す
べ
　
　
く
。
我
れ
白
を
愛
し
て
黒
を
憎
み
、
商
を
韻
と
し
て
徴
を
舎
て
、
腫
を
好
み
て
焦
を
悪
み
、
甘
を
嗜
み
て
苦
に
逆
ら
ふ
。
白
黒
・
　
　
商
徴
・
腫
焦
・
甘
苦
は
、
彼
の
名
な
り
。
愛
憎
・
韻
舎
・
好
悪
・
嗜
逆
は
、
我
の
分
な
り
。
此
の
名
分
を
定
む
れ
ば
、
則
ち
萬
事
曹『ヂ文子』に見える名思想の研究25
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
　
　
齪
れ
ざ
る
な
り
。
（
大
道
上
篇
）
　
こ
こ
で
は
普
通
の
人
間
の
「
五
色
・
五
聲
・
五
臭
・
五
味
」
に
封
す
る
感
覧
を
通
し
て
、
人
が
異
な
れ
ば
同
じ
封
象
に
封
し
て
異
な
る
評
償
を
與
え
る
可
能
性
が
完
全
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
「
名
分
」
の
厘
別
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
白
黒
・
商
徴
・
臆
焦
・
甘
苦
」
と
い
っ
た
諸
々
の
封
象
に
與
え
ら
れ
る
名
稻
は
普
遍
的
で
あ
り
う
る
け
れ
ど
も
、
「
愛
憎
・
韻
舎
・
好
悪
・
嗜
逆
」
と
い
っ
た
「
分
」
（
あ
る
い
は
「
稻
」
）
は
「
通
禰
」
と
し
て
人
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
名
宜
属
彼
、
分
宜
属
我
」
の
た
め
に
、
ま
さ
に
「
定
此
名
分
、
則
萬
事
不
齪
」
の
た
め
に
、
君
主
は
「
名
分
」
の
別
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
サ
文
子
』
を
見
て
み
る
と
、
「
名
」
は
封
象
の
確
立
で
あ
り
、
「
分
」
は
封
象
に
封
す
る
評
債
で
あ
る
。
も
し
軍
に
評
贋
に
と
ど
ま
る
の
な
ら
、
「
分
」
は
一
種
の
名
に
過
ぎ
な
い
。
も
し
い
っ
た
ん
評
償
を
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
に
與
え
れ
ば
、
そ
れ
は
賞
罰
と
關
係
が
出
て
く
る
。
　
『
ヂ
文
子
』
の
政
治
的
な
立
場
を
理
解
す
れ
ば
、
大
道
上
篇
が
ど
う
し
て
「
名
」
に
封
し
て
以
下
の
よ
う
な
分
類
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
解
繹
す
る
の
は
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。
　
　
　
名
に
三
科
有
り
。
…
…
一
に
日
く
命
物
の
名
、
方
圓
白
黒
是
れ
な
り
。
二
に
曰
く
鍛
春
の
名
、
善
悪
貴
賎
是
れ
な
り
。
三
に
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
く
況
謂
の
名
、
賢
愚
愛
憎
是
れ
な
り
。
　
論
理
史
研
究
者
は
、
墨
辮
が
物
の
名
を
「
達
名
」
・
「
類
名
」
・
「
私
名
」
に
分
け
、
『
萄
子
』
正
名
篇
が
物
の
名
を
「
共
名
」
・
「
別
名
」
・
「
大
共
名
」
・
「
大
別
名
」
と
分
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
完
全
に
理
解
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
は
概
念
の
外
延
の
大
小
に
も
と
つ
い
て
物
の
名
の
分
類
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
『
サ
文
子
』
の
「
名
有
三
科
」
に
つ
い
て
は
理
解
し
が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
物
の
名
を
論
じ
て
い
る
と
同
時
に
、
倫
理
的
政
治
的
意
味
の
名
も
論
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
物
の
名
の
中
で
異
な
る
物
性
を
示
す
「
方
圓
」
と
「
白
黒
」
が
一
緒
に
さ
れ
、
倫
理
的
政
治
的
意
味
の
名
の
中
の
「
穀
讐
」
「
況
謂
」
も
ま
た
匿
別
し
が
た
く
、
そ
の
た
め
に
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ま
っ
た
く
論
理
性
が
な
い
。
同
じ
書
物
の
中
に
、
非
常
に
論
理
的
な
「
形
名
」
に
關
す
る
論
述
が
あ
る
一
方
で
、
論
理
性
に
映
け
る
名
の
分
類
も
あ
る
。
こ
う
し
た
奇
妙
な
現
象
に
封
し
て
は
、
論
理
史
研
究
者
は
強
引
に
解
繹
を
捜
す
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
し
か
し
『
ヂ
文
子
』
の
君
主
專
制
主
義
の
立
場
を
理
解
す
れ
ば
、
問
題
は
容
易
に
解
決
で
き
る
。
『
ヂ
文
子
』
を
見
る
と
、
「
命
物
之
名
」
は
「
名
」
で
あ
り
、
「
殿
磐
」
・
「
況
謂
」
の
名
は
分
で
あ
り
、
封
象
の
政
治
的
評
債
及
び
い
か
に
行
動
す
る
か
を
確
定
す
る
名
な
の
で
あ
る
。
　
『
サ
文
子
』
の
政
治
的
立
場
を
理
解
す
れ
ば
、
『
サ
文
子
』
が
ど
う
し
て
「
名
」
を
こ
れ
ほ
ど
高
い
地
位
に
置
い
て
い
る
の
か
を
解
繹
し
、
『
サ
文
子
』
で
は
ど
う
し
て
常
に
「
名
」
と
「
法
」
を
封
置
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
名
」
は
最
も
重
要
な
政
治
的
資
源
と
し
て
君
主
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
と
同
時
に
、
つ
い
で
い
か
に
行
動
す
べ
き
か
の
政
策
決
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
も
な
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
も
し
「
法
」
を
賞
罰
等
の
政
治
的
措
施
と
し
て
理
解
す
る
の
な
ら
、
そ
う
す
る
と
事
實
上
「
名
」
の
中
に
す
で
に
「
法
」
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
大
道
上
篇
に
「
名
正
而
法
順
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
「
名
」
「
法
」
の
論
理
上
の
先
後
關
係
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
　
筆
者
の
博
士
論
文
上
編
第
四
章
「
名
と
法
の
接
嵩
」
に
お
い
て
指
摘
し
た
と
お
り
、
職
國
晩
期
か
ら
漢
初
に
至
る
ま
で
、
と
り
わ
け
『
管
子
』
、
『
黄
帝
四
纒
』
等
の
論
著
に
お
い
て
、
「
名
」
と
「
法
」
が
並
列
さ
れ
封
置
さ
れ
る
の
は
非
常
に
普
遍
的
な
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
「
名
」
と
「
法
」
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
最
も
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
『
サ
文
子
』
を
學
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
名
に
三
科
有
り
、
法
に
四
呈
有
り
。
一
に
曰
く
命
物
の
名
、
方
圓
白
黒
是
れ
な
り
。
二
に
曰
く
殿
讐
の
名
、
善
悪
貴
睦
是
れ
な
　
　
り
。
三
に
曰
く
況
謂
の
名
、
賢
愚
愛
憎
是
れ
な
り
。
一
に
曰
く
不
攣
の
法
、
君
臣
上
下
是
れ
な
り
。
二
に
日
く
齊
俗
の
法
、
能
鄙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
　
同
異
是
れ
な
り
。
三
に
日
く
治
衆
の
法
、
慶
賞
刑
罰
是
れ
な
り
。
四
に
日
く
平
準
の
法
、
律
度
権
量
是
れ
な
り
。
（
大
道
上
篇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
　
　
政
な
る
者
は
、
名
法
是
れ
な
り
、
名
法
を
以
て
國
を
治
む
る
は
、
萬
物
の
齪
る
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
（
大
道
下
篇
）
　
　
　
君
子
は
言
有
る
を
樂
し
む
に
非
ず
、
治
に
益
有
れ
ば
、
言
わ
ざ
る
を
得
ず
。
君
子
は
爲
す
有
る
を
樂
し
む
に
非
ず
、
事
に
益
有
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胃
　
　
れ
ば
、
爲
さ
ざ
る
を
得
ず
。
故
に
言
う
所
の
者
、
名
法
椹
術
よ
り
出
で
ず
、
爲
す
所
の
者
、
農
稼
軍
陣
よ
り
出
で
ず
、
務
め
を
周
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
　
　
る
の
み
。
（
大
道
上
篇
）
　
　
　
老
子
日
わ
く
、
政
を
以
て
國
を
治
め
、
奇
を
以
て
兵
を
用
い
、
無
事
を
以
て
天
下
を
取
る
、
と
。
政
な
る
者
は
、
名
法
是
れ
な
　
　
り
、
名
法
を
以
て
國
を
治
む
る
は
、
萬
物
の
齪
す
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
奇
な
る
者
は
、
椹
術
是
れ
な
り
、
権
術
を
以
て
兵
を
用
い
　
　
る
は
、
萬
物
の
敵
す
る
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
凡
そ
能
く
名
法
権
術
を
用
い
て
、
残
暴
の
情
を
矯
抑
す
れ
ば
、
則
ち
己
れ
無
事
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
　
　
己
れ
無
事
な
れ
ば
、
則
ち
天
下
を
得
。
（
大
道
下
篇
）
　
こ
れ
は
「
名
」
を
「
法
」
と
完
全
に
封
等
な
地
位
に
置
き
、
爾
者
を
政
治
上
最
高
の
、
最
も
根
本
的
な
法
則
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。　
『
サ
文
子
』
は
輩
に
「
名
」
「
法
」
が
規
則
、
法
則
と
し
て
同
じ
地
位
と
意
義
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
「
名
」
「
法
」
の
異
な
る
機
能
と
分
業
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
例
え
ば
大
道
下
篇
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
仁
義
禮
樂
名
法
刑
賞
、
凡
そ
此
の
八
者
は
、
五
帝
三
王
の
治
世
の
術
な
り
。
…
…
名
も
て
之
れ
を
正
し
、
法
も
て
之
れ
を
齊
え
、
　
　
…
…
名
な
る
者
は
、
尊
卑
を
正
す
所
以
に
し
て
、
亦
た
胎
纂
を
生
ず
る
所
以
な
り
。
法
な
る
者
は
、
衆
異
を
齊
う
る
所
以
に
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
　
　
亦
た
名
分
を
乖
す
る
所
以
な
り
。
　
つ
ま
り
、
「
名
」
「
法
」
は
い
ず
れ
も
規
則
と
關
係
す
る
が
、
そ
の
作
用
は
同
じ
で
は
な
い
。
そ
の
作
用
は
縦
と
横
の
關
係
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
縦
と
は
名
で
、
名
を
用
い
て
社
會
の
上
下
・
貴
賎
・
尊
卑
と
い
っ
た
等
級
秩
序
を
確
定
す
る
。
横
と
は
法
で
、
法
を
用
い
て
社
會
上
の
上
下
・
貴
賎
・
尊
卑
の
異
な
る
階
層
が
み
な
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
共
同
の
秩
序
を
確
定
す
る
。
從
っ
て
こ
の
爾
者
は
た
が
い
に
補
い
あ
い
承
け
あ
っ
て
い
る
。
「
名
」
「
法
」
の
關
係
に
つ
い
て
こ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
と
し
た
論
述
は
戦
國
秦
漢
時
代
の
そ
の
他
の
典
籍
に
は
見
え
ず
、
『
ヂ
文
子
』
の
み
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
サ
文
子
』
が
決
し
て
早
い
時
代
に
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で
き
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
讃
明
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
も
讃
明
し
て
い
る
。
3
ま
た
同
時
に
『
ヂ
文
子
』
が
す
べ
て
儒
造
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
こ
『
サ
文
子
』
と
道
家
（
黄
老
思
想
家
）
の
關
係
　
『
文
心
離
龍
』
諸
子
篇
の
黄
叔
琳
注
は
、
劉
向
『
別
録
』
の
「
サ
文
子
本
學
荘
・
老
、
其
書
自
道
以
至
名
、
自
名
以
至
法
。
以
名
爲
根
、
以
法
爲
柄
。
凡
二
巻
、
僅
五
千
言
。
」
（
罪
文
子
は
本
と
荘
・
老
に
學
び
、
其
の
書
は
道
自
り
以
て
名
に
至
り
、
名
自
り
以
て
法
に
至
る
。
名
を
以
て
根
と
爲
し
、
法
を
以
て
柄
と
爲
す
。
凡
そ
二
巻
、
僅
か
五
千
言
な
り
）
と
い
う
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
一
節
に
つ
い
て
、
唐
鍼
「
ヂ
文
和
《
サ
文
子
》
」
は
「
《
文
心
雛
龍
》
黄
注
本
來
有
許
多
罪
不
住
、
《
玉
函
山
房
輯
秩
書
》
内
《
七
略
》
、
《
別
録
》
“
サ
文
子
”
下
也
没
有
引
劉
向
這
個
話
、
所
以
這
些
唐
以
後
書
所
稻
劉
氏
父
子
的
話
百
分
之
九
十
九
是
罪
不
住
的
。
」
と
述
べ
て
（
5
9
）
い
る
。
こ
の
一
節
は
あ
る
い
は
劉
向
の
語
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
サ
文
子
』
中
の
い
く
つ
か
の
重
要
な
概
念
、
す
な
わ
ち
「
道
」
「
名
」
「
法
」
の
相
互
關
係
を
比
較
的
的
確
に
把
握
し
て
い
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
『
サ
文
子
』
は
「
道
」
を
最
高
範
疇
と
し
て
お
り
、
『
老
子
』
の
引
用
は
孔
子
の
語
の
引
用
よ
り
も
ず
っ
と
多
い
。
「
道
」
以
下
「
名
法
儒
墨
」
そ
れ
ぞ
れ
の
範
疇
の
中
で
は
、
ま
た
特
に
「
名
」
「
法
」
を
重
視
し
、
常
に
名
法
を
拉
列
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
道
」
を
首
位
に
置
き
、
名
法
を
突
出
さ
せ
、
各
學
派
の
思
想
傾
向
を
兼
ね
合
わ
せ
る
と
い
う
の
は
特
に
戦
國
末
期
と
漢
初
に
流
行
し
、
特
に
司
馬
談
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
。
司
馬
談
は
こ
れ
を
「
道
家
」
と
稻
し
た
わ
け
だ
が
、
司
馬
談
の
道
家
に
關
す
る
定
義
を
見
て
み
よ
う
。
　
　
　
道
家
は
人
の
精
姉
を
し
て
專
一
な
ら
し
め
、
動
け
ば
無
形
に
合
し
、
萬
物
を
謄
足
す
。
其
の
術
を
爲
す
や
、
陰
陽
の
大
順
に
因
　
　
り
、
儒
・
墨
の
善
を
采
り
、
名
・
法
の
要
を
撮
し
、
時
と
遷
移
し
、
物
に
鷹
じ
て
攣
化
し
、
俗
を
立
て
事
を
施
し
、
宜
し
か
ら
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
　
　
る
所
無
し
、
指
約
に
し
て
操
い
易
く
、
事
少
に
し
て
功
多
し
。
（
『
史
記
』
太
史
公
自
序
）
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明
ら
か
に
こ
れ
は
老
荘
の
道
家
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
道
家
は
「
指
約
而
易
操
、
事
少
而
功
多
」
と
い
う
政
治
的
實
用
性
を
目
標
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
管
子
』
四
篇
、
『
韓
非
子
』
四
篇
、
及
び
い
わ
ゆ
る
『
黄
帝
四
纒
』
は
ま
さ
に
こ
れ
と
封
鷹
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
共
通
の
思
想
傾
向
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
道
の
實
用
化
で
あ
り
、
道
を
論
理
上
の
最
高
範
疇
か
つ
認
識
論
上
の
出
獲
貼
と
し
て
い
る
が
、
最
終
的
に
目
指
す
目
標
は
君
主
の
政
治
に
お
け
る
絶
封
的
支
配
椹
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て
は
、
君
主
と
「
道
」
の
關
係
は
密
切
で
あ
り
、
君
主
は
「
道
」
の
生
成
原
理
に
も
と
つ
い
て
「
名
」
を
把
握
す
る
と
い
う
の
が
往
々
に
し
て
論
述
の
重
黙
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
『
管
子
』
四
篇
は
君
主
の
「
形
名
」
に
封
す
る
「
鷹
因
之
術
」
を
強
調
し
て
お
り
、
『
韓
非
子
』
四
篇
は
「
君
臣
不
同
道
」
を
強
調
し
、
『
黄
帝
四
纒
』
は
「
執
道
者
」
が
「
無
名
」
「
無
形
」
の
姿
勢
を
通
じ
て
「
名
」
「
形
」
を
把
握
す
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
の
最
終
的
な
目
的
は
み
な
君
主
に
「
道
」
に
相
當
す
る
君
椹
至
上
の
位
置
に
お
ら
せ
、
「
使
名
自
命
、
令
事
自
定
」
（
『
韓
非
子
』
揚
権
篇
、
『
管
子
』
四
篇
及
び
い
わ
ゆ
る
『
黄
帝
四
纒
』
に
も
同
様
の
表
現
が
あ
る
）
す
な
わ
ち
無
爲
に
し
て
治
ま
る
と
い
う
効
果
を
實
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
日
の
研
究
者
ば
か
り
で
な
く
、
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
道
家
思
想
を
黄
老
思
想
と
し
て
い
る
人
は
い
た
。
從
っ
て
こ
こ
で
議
論
し
て
い
る
『
ヂ
文
子
』
と
道
家
及
び
黄
老
思
想
家
の
關
係
は
三
者
の
關
係
で
は
な
く
、
後
二
者
は
實
は
同
じ
な
の
で
あ
る
。
　
「
道
」
「
名
」
「
法
」
三
者
の
關
係
だ
け
で
な
く
、
『
ヂ
文
子
』
に
は
道
家
（
黄
老
思
想
家
）
と
類
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
形
名
關
係
の
論
述
で
も
類
似
し
て
い
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
『
サ
文
子
』
は
形
名
の
相
互
制
約
、
相
互
依
頼
の
關
係
に
關
す
る
論
述
が
多
く
な
く
、
「
名
以
正
形
」
、
「
以
形
磨
名
」
こ
そ
が
『
サ
文
子
』
の
強
調
す
る
重
貼
で
あ
る
。
ゆ
え
に
『
ヂ
文
子
』
の
「
名
」
は
「
形
」
に
封
し
て
決
定
的
な
支
配
権
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
是
以
聖
人
之
治
也
、
静
身
以
待
之
、
物
至
而
名
自
治
之
。
」
（
是
を
以
て
聖
人
の
治
は
、
身
を
静
か
に
し
て
以
て
之
れ
に
待
し
、
物
至
り
て
名
自
ら
之
れ
に
治
ま
る
）
（
『
管
子
』
白
心
篇
）
、
「
用
一
之
道
、
以
名
爲
首
。
名
正
物
定
、
名
椅
物
徒
。
」
（
一
を
用
い
る
の
道
は
、
名
を
以
て
首
と
爲
す
。
名
正
し
け
れ
ば
物
定
ま
り
、
名
筒
な
れ
ば
物
徒
る
）
（
『
韓
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非
子
』
揚
椹
篇
）
に
見
え
る
「
物
」
「
名
」
の
關
係
と
類
似
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
『
サ
文
子
』
に
は
「
道
用
則
無
爲
而
自
治
」
と
は
あ
る
が
、
「
名
」
と
は
關
係
が
な
い
。
君
主
が
い
か
に
し
て
「
道
」
の
助
け
を
借
り
て
「
名
」
を
把
握
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
『
ヂ
文
子
』
に
は
論
述
が
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
『
雰
文
子
』
の
思
想
が
雑
駁
で
あ
る
こ
と
と
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
お
そ
ら
く
『
ヂ
文
子
』
は
道
家
（
黄
老
思
想
家
）
の
名
思
想
の
影
響
を
受
け
た
時
代
が
最
も
遅
か
っ
た
た
め
に
、
輩
に
形
式
の
上
で
そ
の
理
論
的
枠
組
み
を
受
け
入
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
以
上
を
要
す
る
に
、
『
ヂ
文
子
』
の
名
思
想
は
早
期
名
家
、
法
家
、
道
家
（
黄
老
思
想
家
）
す
べ
て
と
關
係
が
あ
り
、
『
ヂ
文
子
』
は
名
思
想
の
重
要
な
命
題
、
例
え
ば
形
名
論
、
名
分
論
、
名
實
論
（
大
道
上
下
篇
に
「
悦
其
名
而
喪
其
實
」
、
「
違
名
而
得
實
」
等
の
多
く
の
例
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
名
の
確
定
性
の
重
要
性
を
説
明
し
て
い
る
）
等
、
に
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
及
ん
で
お
り
、
政
治
と
關
係
す
る
名
思
想
の
集
大
成
的
性
格
を
髄
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
古
代
文
獄
に
お
い
て
非
常
に
稀
で
あ
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
、
審
分
等
の
篇
に
も
戦
國
晩
期
の
名
思
想
を
総
合
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
紹
合
性
は
『
ヂ
文
子
』
に
は
ま
っ
た
く
及
ば
な
い
。
筆
者
は
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
、
審
分
等
の
篇
及
び
『
ヂ
文
子
』
を
す
べ
て
後
期
名
家
の
作
品
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
名
思
想
は
み
な
專
制
政
治
に
服
務
す
る
も
の
で
、
後
期
名
家
は
物
に
封
す
る
分
析
、
思
維
方
式
の
探
求
、
辮
論
を
通
し
て
是
非
を
確
定
す
る
傳
統
的
な
方
式
を
放
棄
し
て
い
る
。
「
故
有
理
而
無
益
於
治
者
、
君
子
弗
言
、
有
能
而
無
益
於
事
者
、
君
子
弗
爲
。
」
（
故
に
理
有
り
て
治
に
益
無
き
者
は
、
君
子
言
わ
ず
、
能
有
り
て
事
に
益
無
き
者
は
、
君
子
爲
さ
ず
）
、
「
故
所
言
者
、
不
出
於
名
法
椹
術
。
所
爲
者
、
不
出
於
農
稼
軍
陣
、
周
務
而
已
。
故
明
主
不
爲
治
外
之
理
、
小
人
必
言
事
外
之
能
。
小
人
亦
知
言
損
於
治
、
而
不
能
不
言
。
小
人
亦
知
能
損
於
事
、
而
不
能
不
爲
。
故
所
言
者
、
極
於
儒
墨
是
非
之
辮
、
所
爲
者
、
極
於
堅
偲
偏
抗
之
行
。
求
名
而
巳
、
故
明
主
謙
之
。
」
（
故
に
言
う
所
の
者
は
、
名
法
灌
術
を
出
で
ず
。
爲
す
所
の
者
は
、
農
稼
軍
陣
を
出
で
ず
、
務
め
を
周
る
の
み
。
故
に
明
主
は
治
外
の
理
を
爲
さ
ず
、
小
人
は
必
ず
事
外
の
能
を
言
ふ
。
小
人
は
亦
た
言
の
治
を
損
す
る
を
知
り
て
、
言
わ
ざ
る
能
わ
ざ
る
。
小
人
は
亦
た
能
の
事
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を
損
す
る
を
知
り
て
、
爲
さ
ざ
る
能
わ
ざ
る
。
故
に
言
う
所
の
者
、
儒
墨
是
非
の
辮
を
極
め
、
爲
す
所
の
者
、
堅
偲
偏
抗
の
行
を
極
む
。
名
を
求
む
る
の
み
、
故
に
明
主
之
れ
を
謙
す
）
（
大
道
上
篇
）
と
あ
る
よ
う
に
、
後
期
名
家
は
統
治
に
無
益
な
空
論
は
ま
っ
た
く
行
わ
ず
、
傳
統
的
な
名
家
の
い
く
つ
か
の
観
瀦
は
否
定
し
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
目
的
は
そ
れ
ら
を
自
己
の
用
い
る
道
具
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
從
っ
て
『
サ
文
子
』
の
名
思
想
は
職
國
末
期
か
ら
秦
漢
時
代
に
至
る
政
治
思
想
の
一
部
分
に
過
ぎ
ず
、
純
梓
な
思
索
は
こ
こ
で
は
完
全
に
消
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
　
『
ヂ
文
子
』
は
名
思
想
の
上
で
集
大
成
的
性
格
を
膿
現
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
思
想
上
で
濁
特
な
と
こ
ろ
は
何
も
な
い
。
本
質
的
に
は
職
國
末
期
か
ら
秦
漢
時
代
に
至
る
君
主
專
制
政
治
思
想
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
以
上
、
そ
の
償
値
に
は
限
界
が
あ
り
、
政
治
情
勢
に
攣
化
が
起
こ
る
と
、
そ
の
實
用
性
も
獲
揮
す
る
鯨
地
を
失
っ
て
し
ま
う
。
後
期
名
家
は
司
馬
談
に
お
い
て
尊
崇
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
生
命
を
長
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
司
馬
談
の
六
家
の
説
は
過
去
を
縛
結
す
る
も
の
で
し
か
な
く
、
未
來
に
向
か
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
論
理
思
想
に
つ
い
て
言
う
と
、
『
サ
文
子
』
は
『
公
孫
龍
子
』
や
墨
辮
の
有
す
る
學
術
償
値
に
は
は
る
か
に
及
ぼ
な
い
。
こ
れ
も
『
サ
文
子
』
が
思
想
史
上
永
遠
に
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
原
因
で
あ
る
。
　
本
論
文
を
作
成
す
る
に
お
い
て
、
廣
瀬
薫
雄
氏
（
日
本
学
術
振
興
會
研
究
員
）
に
多
く
の
時
間
と
精
力
を
費
や
し
て
日
本
語
を
添
削
し
て
い
た
だ
き
、
英
語
の
要
旨
を
翻
課
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
示
す
。
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丁注
）
日
本
の
學
界
で
は
、
サ
文
子
に
關
す
る
注
繹
は
「
『
サ
文
子
」
課
注
」
（
湯
城
吉
信
注
、
『
弓
削
商
船
高
等
專
門
學
校
紀
要
』
1
5
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
論
文
と
し
て
は
、
淺
野
　
　
裕
一
「
『
サ
文
子
』
の
文
献
的
性
格
」
（
東
北
大
学
中
國
文
史
哲
　
　
研
究
會
編
『
集
刊
東
洋
學
』
第
6
7
期
、
一
九
九
二
年
五
月
）
、
　
　
淺
野
裕
一
「
古
代
中
國
の
言
語
哲
學
』
（
巖
波
書
店
、
二
〇
〇
　
　
三
年
八
月
）
第
六
章
「
『
サ
文
子
』
の
形
名
思
想
　
　
名
家
的
　
　
思
惟
の
残
照
」
を
墨
・
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
2
）
　
『
ヂ
文
子
』
原
文
は
伍
非
百
『
中
國
古
名
家
言
』
（
中
國
社
會
　
　
科
學
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
所
牧
の
『
サ
文
子
略
注
』
に
接
　
　
る
。
伍
非
百
本
は
清
の
注
纏
培
校
本
（
『
湖
海
櫻
叢
書
』
所
牧
、
　
　
一
九
⊥
ハ
六
年
、
皇
湾
藝
文
圖
書
館
は
こ
の
本
を
影
印
し
た
）
を
　
　
主
と
し
、
道
藏
本
、
萬
暦
本
、
清
守
山
閣
本
、
酒
芽
櫻
翻
印
明
　
　
本
、
百
子
全
書
本
、
諸
子
品
節
本
（
明
版
）
等
の
各
本
の
善
い
　
　
と
こ
ろ
を
比
較
参
考
し
て
作
っ
て
い
る
。
現
在
既
に
印
刷
し
て
　
　
よ
く
使
わ
れ
る
『
サ
文
子
』
の
校
本
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
　
　
『
四
部
叢
刊
初
編
』
（
商
務
印
書
館
）
所
牧
の
江
南
圖
書
館
所
藏
　
　
明
覆
宋
刊
本
（
一
九
九
八
年
、
四
川
人
民
出
版
社
の
『
諸
子
集
　
成
新
編
』
は
四
部
叢
刊
本
を
使
用
し
て
い
る
）
、
『
諸
子
集
成
』
　
　
（
上
海
中
華
書
局
、
】
九
五
四
年
一
二
月
）
所
牧
の
清
銭
煕
詐
　
校
本
（
一
九
七
二
年
、
塁
北
世
界
書
局
の
『
新
編
諸
子
集
成
』
　
も
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
牧
録
し
て
い
る
）
な
ど
が
あ
る
。
繹
本
と
　
し
て
は
、
孫
論
譲
の
『
ヂ
文
子
」
に
封
す
る
校
正
（
『
札
逡
』
、
　
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
一
月
）
、
王
榿
饗
『
テ
文
子
校
正
』
　
　
（
上
海
商
務
印
書
館
「
國
學
小
叢
書
」
所
牧
、
　
一
九
三
七
年
／
　
『
民
國
叢
書
』
第
五
巻
所
牧
、
上
海
書
店
出
版
社
、
一
九
九
五
　
年
）
、
陳
仲
蓑
『
サ
文
子
直
解
』
（
『
民
國
叢
書
』
第
五
巻
所
牧
、
　
　
上
海
書
店
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
、
王
啓
湘
『
周
秦
名
家
三
　
　
子
校
詮
』
（
古
籍
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
、
高
流
水
『
サ
文
子
　
　
全
誰
』
（
中
國
歴
代
名
著
全
課
叢
書
『
愼
子
・
サ
文
子
・
公
孫
　
　
龍
子
全
謬
』
所
牧
、
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
一
月
）
　
　
等
が
あ
る
。
（
3
）
　
ヂ
文
と
公
孫
龍
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
」
藝
文
志
が
　
　
「
説
齊
宣
王
、
先
公
孫
龍
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
文
が
　
　
前
で
、
公
孫
龍
が
後
で
あ
る
。
仲
長
氏
の
序
に
は
「
ヲ
文
子
　
　
　
…
與
宋
鋳
、
彰
蒙
、
田
騨
同
學
於
公
孫
龍
」
と
あ
る
が
、
こ
　
　
れ
に
つ
い
て
宋
代
の
晃
公
武
は
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
と
し
て
い
　
　
る
。
彼
は
『
郡
齋
讃
書
志
』
に
お
い
て
「
史
記
云
公
孫
龍
子
客
　
　
於
平
原
君
、
君
相
趙
恵
文
王
。
文
王
元
年
、
齊
宣
残
已
四
十
多
　
　
歳
　
、
則
知
文
非
學
於
龍
者
也
。
」
（
史
記
に
公
孫
龍
子
は
平
原
　
　
君
に
客
た
り
、
君
は
趙
恵
文
王
に
相
た
り
と
云
う
。
文
王
元
年
　
　
は
、
齊
宣
の
残
し
て
巳
に
四
十
多
歳
な
れ
ば
、
則
ち
文
の
龍
に
　
　
學
ぶ
に
非
ざ
る
者
を
知
る
な
り
。
）
と
述
べ
て
い
る
。
注
璽
基
　
　
は
『
中
國
羅
輯
思
想
史
料
分
析
』
第
一
輯
（
中
華
書
局
、
一
九
　
　
六
一
年
）
に
お
い
て
、
『
漢
書
』
藝
文
志
の
「
説
齊
宣
王
、
先
　
　
公
孫
龍
」
に
も
と
づ
き
、
仲
長
氏
の
序
に
は
脱
誤
が
あ
り
、
　
　
「
與
宋
鋳
、
彰
蒙
、
田
騎
同
學
、
［
先
］
於
公
孫
龍
」
に
作
る
べ
　
　
き
だ
と
し
て
い
る
。
（
4
）
　
唐
鍼
の
校
改
は
「
ヂ
文
和
《
ヂ
文
子
》
」
（
『
古
史
辮
』
第
六
　
　
朋
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。
原
載
『
清
華
學
報
』
　
　
四
巻
一
期
）
を
参
照
。
唐
鍼
の
こ
の
論
文
は
サ
文
が
『
ヂ
文
子
』
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と
無
關
係
と
主
張
す
る
。
筆
者
は
唐
説
に
質
同
す
る
が
、
簡
軍
　
　
に
唐
氏
の
意
見
を
繰
り
返
す
こ
と
で
は
な
く
、
唐
説
と
異
な
る
　
　
論
謹
を
行
っ
て
い
る
。
（
5
）
　
「
不
累
於
俗
、
不
飾
於
物
、
不
萄
於
人
、
不
伎
於
衆
。
願
天
　
　
下
之
安
寧
以
活
民
命
、
人
我
之
養
畢
足
而
止
、
以
此
白
心
。
古
　
　
之
道
術
有
在
於
是
者
。
宋
鋳
、
サ
文
聞
其
風
而
悦
之
。
作
爲
華
　
　
山
之
冠
以
自
表
、
接
萬
物
以
別
宥
爲
始
。
語
心
之
容
、
命
之
日
　
　
心
之
行
、
以
賄
合
罐
、
以
調
海
内
、
情
欲
寡
之
（
原
作
「
請
欲
　
　
置
之
」
、
從
唐
鍼
説
改
）
以
爲
主
。
見
侮
不
辱
、
救
民
之
闘
、
　
　
禁
攻
寝
兵
、
救
世
之
戦
。
以
此
周
行
天
下
、
上
説
下
教
、
錐
天
　
　
下
不
取
、
強
贈
而
不
舎
者
也
。
故
日
、
上
下
見
厭
而
強
見
也
。
　
　
錐
然
、
其
爲
人
太
多
、
其
自
爲
太
少
。
日
、
情
欲
固
寡
（
原
作
　
　
「
請
欲
固
置
」
、
從
唐
鍼
説
改
）
、
五
升
之
飯
足
　
。
先
生
恐
不
　
　
得
飽
。
弟
子
雛
飢
、
不
忘
天
下
、
日
夜
不
休
、
日
、
我
必
得
活
　
　
哉
。
圖
傲
乎
。
救
世
之
士
哉
。
日
、
君
子
不
爲
苛
察
、
不
以
身
　
　
假
物
。
以
爲
無
益
於
天
下
者
、
明
之
不
如
已
也
。
以
禁
攻
寝
兵
　
　
爲
外
、
以
情
欲
寡
淺
爲
内
。
其
小
大
精
粗
、
其
行
適
至
是
而
止
。
」
　
　
　
ま
た
、
『
萄
子
』
非
十
二
子
篇
は
、
宋
鋳
に
つ
い
て
は
言
及
　
　
し
て
い
る
が
、
ヂ
文
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
　
　
そ
の
内
容
は
天
下
篇
と
近
く
、
そ
の
た
め
一
般
に
は
ヂ
文
の
参
　
　
考
資
料
と
も
さ
れ
る
。
　
　
　
　
不
知
一
天
下
、
建
國
家
之
権
構
、
上
功
用
、
大
倹
約
而
慢
　
　
　
差
等
、
曾
不
足
以
容
辮
異
、
縣
君
臣
、
然
而
其
持
之
有
故
、
　
　
　
其
言
之
成
理
、
足
以
欺
惑
愚
衆
、
是
墨
穰
宋
鋳
也
。
　
　
　
　
天
下
を
一
に
し
、
國
家
を
建
つ
る
の
椹
稻
を
知
ら
ず
、
　
　
　
功
用
を
上
び
、
倹
約
を
大
な
り
と
し
て
差
等
を
慢
ん
じ
、
　
　
　
　
曾
ち
以
て
辮
異
を
容
れ
、
君
臣
を
縣
す
る
に
足
ら
ず
、
然
　
　
　
　
り
而
し
て
其
の
之
れ
を
持
す
る
に
故
有
り
、
其
の
之
れ
言
　
　
　
　
う
に
理
を
成
し
、
以
て
愚
衆
を
欺
惑
す
る
に
足
る
は
、
是
　
　
　
　
れ
墨
習
宋
鋳
な
り
。
（
6
）
　
「
華
山
之
冠
」
に
つ
い
て
、
郭
注
は
「
華
山
上
下
均
平
」
に
　
　
作
り
、
『
繹
文
』
は
「
華
山
上
下
均
平
、
作
冠
象
之
、
表
己
心
　
　
均
平
也
」
に
作
る
。
故
に
、
「
作
爲
華
山
之
冠
以
自
表
」
は
　
　
「
差
等
に
封
す
る
反
封
」
の
意
味
と
し
て
理
解
し
て
い
い
で
あ
　
　
ろ
う
。
（
7
）
　
『
ヂ
文
子
』
大
道
上
篇
に
「
明
主
不
爲
治
外
之
理
、
小
人
必
　
　
言
事
外
之
能
、
小
人
亦
知
言
損
於
治
、
而
不
能
不
言
、
小
人
亦
　
　
知
能
損
於
事
、
而
不
能
不
爲
、
故
所
言
者
、
極
於
儒
墨
是
非
之
　
　
辮
、
所
爲
者
、
極
於
堅
鶴
偏
抗
之
行
。
求
名
而
已
、
故
明
主
諜
　
　
之
。
」
（
明
主
は
治
外
の
理
を
爲
さ
ず
、
小
人
は
必
ず
事
外
の
能
　
　
を
言
ふ
。
小
人
は
亦
た
言
の
治
を
損
す
る
を
知
り
て
、
言
わ
ざ
　
　
る
能
わ
ず
、
小
人
は
亦
た
能
の
事
を
損
す
る
を
知
り
て
、
爲
さ
　
　
ざ
る
能
わ
ず
、
故
に
言
う
所
の
者
、
儒
墨
是
非
の
辮
を
極
め
、
　
　
爲
す
所
の
者
、
堅
偲
偏
抗
の
行
を
極
む
。
名
を
求
む
る
の
み
、
　
　
故
に
明
主
之
れ
を
謙
す
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
儒
家
と
墨
家
を
　
　
批
判
の
封
象
と
し
て
い
る
。
『
サ
文
子
』
に
は
儒
家
を
肯
定
し
　
　
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
墨
家
を
肯
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
　
　
見
あ
た
ら
な
い
。
胡
家
聰
『
稜
下
孚
鳴
與
黄
老
新
學
』
（
中
國
34東洋文化研究8号
　
　
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
八
年
九
月
）
第
六
章
「
宋
鋳
、
ヂ
　
　
文
學
派
」
は
、
大
道
上
篇
の
「
全
治
而
無
閾
」
と
は
墨
家
の
　
　
「
尚
功
利
、
去
無
用
」
の
意
味
だ
と
し
て
い
る
が
、
實
は
こ
の
　
　
句
が
述
べ
て
い
る
の
は
「
大
小
多
少
、
各
當
其
分
、
農
、
商
、
　
　
工
、
仕
、
不
易
其
業
、
老
農
長
商
、
習
工
奮
士
、
莫
不
存
焉
、
　
　
則
庭
上
者
何
事
哉
。
」
（
大
小
多
少
、
各
々
其
の
分
に
當
に
し
て
、
　
　
農
、
商
、
工
、
仕
、
其
の
業
を
易
え
ず
、
老
農
長
商
、
習
工
奮
　
　
士
、
存
せ
ざ
る
莫
け
れ
ば
、
則
ち
上
に
庭
る
者
何
を
か
事
と
せ
　
　
ん
や
）
す
な
わ
ち
社
會
分
業
論
で
あ
り
、
墨
家
思
想
な
ど
は
全
　
　
く
關
係
な
い
。
（
8
）
　
『
説
苑
」
君
道
篇
の
原
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
齊
宣
王
謂
ヂ
文
日
、
人
君
之
事
何
如
。
ヂ
文
封
日
、
人
君
　
　
　
之
事
、
無
爲
而
能
容
下
。
夫
事
寡
易
從
、
法
省
易
因
、
故
民
　
　
　
不
以
政
獲
罪
也
。
大
道
容
衆
、
大
徳
容
下
、
聖
人
寡
爲
而
天
　
　
　
下
理
也
。
　
　
　
　
　
齊
宣
王
ヂ
文
に
謂
い
て
曰
わ
く
、
人
君
の
事
は
何
如
と
。
　
　
　
　
サ
文
封
え
て
曰
わ
く
、
人
君
の
事
、
無
爲
に
し
て
能
く
下
　
　
　
　
を
容
る
。
夫
れ
事
寡
な
く
し
て
從
い
易
く
、
法
省
に
し
て
　
　
　
　
因
り
易
く
、
故
に
民
政
を
以
て
罪
を
獲
ざ
る
な
り
。
大
道
　
　
　
　
は
衆
を
容
れ
、
大
徳
は
下
を
容
れ
、
聖
人
は
寡
爲
に
し
て
　
　
　
　
天
下
理
ま
る
な
り
。
（
9
）
　
「
慶
賞
刑
罰
、
君
事
也
。
守
職
数
能
、
臣
業
也
。
君
科
功
謝
　
　
防
、
故
有
慶
賞
刑
罰
。
臣
各
愼
所
務
、
故
有
守
職
数
能
。
君
不
　
　
可
與
臣
業
、
臣
不
可
侵
君
事
。
上
下
不
相
侵
與
、
謂
之
名
正
、
　
　
名
正
而
法
順
也
。
接
萬
物
使
分
別
、
海
内
使
不
雑
。
見
侮
不
辱
、
　
　
見
推
不
衿
。
禁
暴
息
兵
、
救
世
之
閾
。
此
仁
君
之
徳
、
可
以
爲
　
　
主
　
。
守
職
分
使
不
齪
、
愼
所
任
而
無
私
、
餓
飽
一
心
、
股
磐
　
　
同
慮
。
賞
亦
不
忘
、
罰
亦
不
怨
。
此
居
下
之
節
、
可
爲
人
臣
　
。
」
　
　
　
「
接
萬
物
使
分
別
、
海
内
使
不
雑
」
に
つ
い
て
、
王
啓
湘
　
　
『
周
秦
名
家
三
子
校
詮
』
（
注
（
2
）
参
照
）
に
「
雨
句
均
當
六
字
　
　
爲
句
、
蓋
”
分
”
字
之
上
、
”
別
”
字
之
下
、
脱
去
一
字
耳
。
」
　
　
と
あ
る
。
こ
の
説
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
『
荘
子
』
天
下
篇
の
　
　
「
以
調
海
内
」
に
嫁
る
と
、
こ
の
二
句
は
お
そ
ら
く
「
接
萬
物
　
　
使
分
別
、
［
調
］
海
内
使
不
雑
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。
（
1
0
）
　
郭
沫
若
『
宋
鎮
ヂ
文
遺
著
考
」
（
『
青
銅
時
代
』
所
牧
、
上
海
　
　
群
益
出
版
社
、
一
九
四
七
年
四
月
。
／
『
郭
沫
若
全
集
』
歴
史
　
　
編
第
一
巻
、
人
民
出
版
社
、
↓
九
八
二
年
九
月
）
。
（
1
1
）
　
「
世
之
所
貴
、
同
而
貴
之
、
謂
之
俗
。
世
之
所
用
、
同
而
用
　
　
之
、
謂
之
物
。
苛
違
於
人
、
俗
所
不
與
。
筍
伎
於
衆
、
俗
所
共
　
　
去
。
故
心
皆
殊
而
爲
行
若
一
、
所
好
各
異
而
資
用
必
同
、
此
俗
　
　
之
所
齊
、
物
之
所
飾
、
故
所
齊
不
可
不
愼
、
所
飾
不
可
不
澤
。
　
　
此
日
齊
桓
好
衣
紫
、
　
闊
境
7
バ
ー
轡
嗣
里
需
木
0
　
楚
荘
愚
久
細
踵
脳
、
　
一
國
臨
皆
一
有
　
　
餓
色
。
上
之
所
以
率
下
、
乃
治
齪
之
所
由
也
。
故
俗
筍
珍
、
必
　
　
爲
治
以
矯
之
、
物
荷
溢
、
必
立
制
以
検
之
、
累
於
俗
、
飾
於
物
　
　
者
、
不
可
與
爲
治
　
。
」
（
1
2
）
　
羅
根
澤
「
サ
文
子
探
源
」
（
『
諸
子
考
索
』
所
牧
、
人
民
出
版
　
　
社
、
一
九
五
八
年
／
『
古
史
辮
』
第
六
朋
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
　
　
一
九
八
二
年
。
）
は
最
も
早
く
こ
の
爾
者
の
違
い
を
指
摘
し
た
35　　『ヂ文子』に見える名思想の研究　　曹
　
　
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
大
道
上
日
“
萄
伎
於
衆
、
俗
　
　
所
共
去
”
、
荘
所
謂
”
不
伎
於
衆
”
、
與
上
”
不
萄
於
人
”
拉
墨
、
　
　
知
爲
就
己
而
言
、
就
主
動
而
言
、
此
冠
”
俗
所
土
ハ
去
”
、
則
就
　
　
人
而
言
、
就
被
動
而
言
。
又
日
”
累
於
俗
、
飾
於
物
者
、
不
可
　
　
與
爲
治
　
”
、
荘
係
状
其
立
人
之
精
神
、
此
言
”
不
可
與
爲
治
”
、
　
　
亦
不
相
合
。
」
と
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
と
は
別
の
角
度
か
ら
爾
　
　
者
の
違
い
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
1
3
）
　
周
山
「
ヂ
文
子
非
偽
辮
」
（
『
學
術
月
刊
』
一
九
八
三
年
一
期
）
、
　
　
胡
家
聰
「
ヂ
文
子
與
下
黄
老
學
派
」
（
『
文
史
哲
』
一
九
八
四
年
　
　
二
期
）
、
胡
家
聰
「
ヂ
文
子
並
非
偲
書
」
（
『
道
家
文
化
研
究
』
　
　
第
二
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
八
月
）
。
胡
家
聰
　
　
の
説
は
こ
の
ほ
か
『
穰
下
雫
鳴
與
黄
老
新
學
』
（
注
（
7
）
参
照
）
　
　
第
六
章
「
宋
鉦
、
サ
文
學
派
」
に
も
見
え
る
。
董
英
哲
『
《
歩
　
　
文
子
》
眞
偽
及
學
派
蹄
属
考
辮
」
（
『
西
安
大
學
學
報
』
一
九
九
　
　
七
年
三
期
、
一
九
九
七
年
三
月
）
。
（
1
4
）
　
劉
節
「
管
子
中
所
見
之
宋
鋳
一
派
學
説
」
（
『
古
史
考
存
」
所
　
　
敗
、
人
民
出
版
社
、
一
九
五
八
年
二
月
）
。
（
1
5
）
　
同
注
（
1
0
）
。
（
1
6
）
　
反
封
意
見
を
有
す
る
者
と
し
て
は
、
例
え
ば
凋
友
蘭
『
中
國
　
　
哲
學
史
新
編
』
第
二
朋
「
墨
家
的
支
與
流
商
宋
鋳
ヂ
文
」
（
人
　
　
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
、
張
岱
年
『
中
國
哲
學
史
史
料
學
』
　
　
（
三
聯
書
店
、
一
九
八
二
年
）
、
張
岱
年
「
管
子
的
《
心
術
》
等
　
　
篇
非
宋
ヂ
遺
著
考
」
（
『
道
家
文
化
研
究
』
第
二
輯
、
上
海
古
籍
　
　
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
、
祝
瑞
開
「
《
管
子
》
四
篇
非
宋
鋸
ヂ
　
　
文
遺
著
考
」
（
『
先
秦
社
會
與
諸
子
思
想
新
探
』
所
牧
、
福
建
人
　
　
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
、
白
婁
『
稜
下
學
研
究
』
（
三
聯
書
　
　
店
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
は
み
な
反
封
の
立
場
を
主
張
し
て
　
　
い
る
。
日
本
學
者
町
田
三
郎
「
管
子
四
篇
に
つ
い
て
」
（
『
文
化
』
　
　
二
十
五
巻
一
號
）
、
山
田
統
ゴ
宋
銀
と
い
う
人
間
と
そ
の
思
想
」
　
　
（
『
國
學
院
雑
誌
』
六
十
三
巻
十
二
號
）
、
金
谷
治
「
宋
釧
の
思
　
　
想
に
つ
い
て
」
（
『
中
國
古
典
研
究
』
第
十
四
號
、
一
九
六
六
年
。
　
　
又
見
金
谷
治
思
想
論
集
【
中
巻
】
『
儒
家
思
想
と
道
家
思
想
』
、
　
　
平
河
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
も
反
劃
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
　
　
る
。
（
1
7
）
　
梁
啓
超
『
古
書
眞
儒
及
年
代
』
（
『
梁
啓
超
全
集
』
第
十
七
巻
　
　
所
牧
、
北
京
出
版
社
、
一
九
九
七
年
七
月
）
。
ま
た
彼
は
「
《
漢
　
　
書
・
藝
文
志
・
諸
子
略
》
考
繹
」
（
『
梁
啓
超
全
集
』
第
十
六
巻
　
　
『
要
籍
解
題
及
其
讃
法
』
所
牧
、
北
京
出
版
社
、
一
九
九
七
年
　
　
七
月
）
に
お
い
て
、
こ
の
書
が
先
秦
時
代
の
古
籍
で
あ
る
こ
と
　
　
は
疑
い
な
い
が
、
サ
文
の
作
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
（
1
8
）
　
同
注
（
1
2
）
。
（
1
9
）
　
同
注
（
4
）
。
（
2
0
）
　
同
注
（
1
0
）
。
（
2
1
）
　
顧
實
『
漢
書
・
藝
文
志
講
疏
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
　
　
八
七
年
）
。
（
2
2
）
　
張
岱
年
『
中
國
哲
學
史
史
料
學
』
（
注
（
1
6
）
参
照
）
。
（
2
3
）
　
王
啓
湘
『
周
秦
名
家
三
子
校
詮
』
（
注
（
2
）
参
照
）
、
涯
萸
基
　
　
『
中
國
羅
輯
思
想
史
』
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
九
年
九
月
）
。
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（
2
4
）
　
津
田
左
右
吉
『
道
家
の
思
想
と
其
の
展
開
」
（
巖
波
書
店
、
　
　
一
九
三
九
年
一
一
月
）
第
二
五
六
頁
。
淺
野
裕
一
「
『
ヂ
文
子
」
　
　
の
形
名
思
想
」
（
内
藤
幹
治
編
『
中
國
的
人
性
観
・
世
界
観
』
、
　
　
東
方
書
店
嚢
行
、
一
九
九
四
年
三
月
）
或
い
は
『
古
代
中
國
の
　
　
言
語
哲
學
』
（
同
注
（
1
）
）
第
六
章
「
『
サ
文
子
』
の
形
名
思
想
　
　
　
　
名
家
的
思
惟
の
残
照
」
を
参
照
。
（
2
5
）
　
こ
れ
は
非
常
に
廣
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
歴
史
の
實
情
　
　
か
ら
出
獲
し
て
論
理
史
料
を
分
析
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
注
萸
　
　
基
『
中
國
濯
輯
思
想
史
』
（
同
注
（
2
3
）
）
、
崔
清
田
『
名
學
與
辮
　
　
學
』
（
山
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）
さ
え
も
そ
　
　
う
で
あ
る
。
（
2
6
）
　
こ
の
説
の
代
表
的
な
人
物
は
胡
家
聰
及
び
そ
の
『
稜
下
孚
鳴
　
　
與
黄
老
新
學
』
（
注
（
7
）
参
照
）
で
あ
る
。
（
2
7
）
　
「
君
年
長
多
縢
、
少
子
孫
、
疏
宗
族
、
衰
國
也
。
君
寵
臣
、
　
　
臣
愛
君
、
公
法
廉
、
私
欲
行
、
齪
國
也
。
國
貧
小
、
家
富
大
、
　
　
君
権
輕
、
臣
勢
重
、
亡
國
也
。
凡
此
三
徴
、
不
待
凶
悪
残
暴
而
　
　
後
弱
也
、
錐
日
見
存
、
吾
必
謂
之
亡
者
也
。
内
無
專
寵
、
外
無
　
　
近
習
、
支
庶
繁
字
、
長
幼
不
齪
、
昌
國
也
。
農
桑
以
時
、
倉
塵
　
　
充
實
、
兵
甲
勤
利
、
封
彊
修
理
、
彊
國
也
。
上
不
勝
其
下
、
下
　
　
不
能
犯
其
上
、
上
下
不
相
勝
犯
、
故
禁
令
行
、
人
人
無
私
、
錐
　
　
繧
瞼
易
而
國
不
可
侵
、
治
國
也
。
」
（
2
8
）
　
『
管
子
」
七
臣
七
主
篇
に
「
夫
法
者
、
所
以
興
功
催
暴
也
。
　
　
律
者
、
所
以
定
分
止
畢
也
。
令
者
、
所
以
令
人
知
事
也
。
法
律
　
　
政
令
者
、
吏
民
規
矩
縄
墨
也
。
夫
矩
不
正
、
不
可
以
求
方
。
縄
　
　
不
信
、
不
可
以
求
直
。
法
令
者
、
君
臣
之
所
共
立
也
。
椹
勢
者
、
　
　
人
主
之
所
濁
守
也
。
故
人
主
失
守
則
危
、
臣
吏
失
守
則
齪
、
罪
　
　
決
於
吏
則
治
。
椹
断
於
主
則
威
。
民
信
其
法
則
親
。
是
故
明
王
　
　
審
法
愼
椹
、
下
上
有
分
。
」
（
夫
れ
法
は
、
功
を
興
し
暴
を
催
れ
　
　
し
む
所
以
な
り
。
律
は
、
分
を
定
め
箏
を
止
む
る
所
以
な
り
。
　
　
令
は
、
人
を
し
て
事
を
知
ら
し
む
る
所
以
な
り
。
法
律
政
令
は
、
　
　
吏
民
の
規
矩
縄
墨
な
り
。
夫
れ
矩
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
方
　
　
を
求
む
べ
か
ら
ず
。
縄
信
な
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
直
を
求
む
べ
か
　
　
ら
ず
。
法
令
は
、
君
臣
の
共
に
立
つ
る
所
な
り
。
椹
勢
は
、
人
　
　
主
の
濁
り
守
る
所
な
り
。
故
に
人
主
守
を
失
え
ば
則
ち
危
う
く
、
　
　
臣
吏
守
を
失
え
ば
則
ち
齪
れ
、
罪
吏
に
決
す
れ
ば
則
ち
治
ま
る
。
　
　
権
主
に
断
ず
れ
ば
則
ち
威
あ
り
。
民
其
の
法
を
信
ず
れ
ば
則
ち
　
　
親
し
む
。
是
の
故
に
明
王
は
法
を
審
ら
か
に
し
て
椹
を
愼
み
、
　
　
下
上
分
有
り
）
と
あ
り
、
「
椹
」
と
「
勢
」
は
意
味
が
近
い
こ
　
　
と
が
分
か
る
。
（
2
9
）
　
「
名
定
則
物
不
競
、
分
明
則
私
不
行
。
物
不
競
、
非
無
心
、
　
　
由
名
定
、
故
無
所
措
其
心
。
私
不
行
、
非
無
欲
、
由
分
明
、
故
　
　
無
所
措
其
欲
。
然
則
心
欲
人
人
有
之
、
而
得
同
於
無
心
、
無
欲
　
　
者
、
制
之
有
道
也
。
」
（
3
0
）
　
「
慶
賞
刑
罰
、
君
事
也
、
守
職
致
能
、
臣
業
也
。
」
（
3
1
）
　
「
今
使
由
爵
緑
而
後
富
、
則
人
必
雪
書
力
於
其
君
　
。
由
刑
　
　
罰
而
後
貧
、
則
人
威
畏
罪
而
從
善
　
。
故
古
之
爲
國
者
、
無
使
　
　
民
自
貧
富
、
貧
富
皆
由
於
君
、
則
君
專
所
制
、
民
知
所
錦
　
。
」
（
3
2
）
　
「
今
萬
民
之
望
人
君
、
亦
如
貧
賎
之
望
富
貴
。
其
所
望
者
、
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蓋
欲
料
長
幼
、
平
賦
敏
、
時
其
餓
寒
、
省
其
疾
痛
、
賞
罰
不
濫
、
　
　
使
役
以
時
、
如
此
而
已
、
則
於
人
君
弗
損
也
。
…
…
故
富
貴
者
　
　
可
不
酬
貧
賎
者
、
人
君
不
可
不
酬
萬
民
。
不
酬
萬
民
、
則
萬
民
　
　
之
所
不
願
戴
、
所
不
願
戴
、
則
君
位
替
　
。
危
莫
甚
焉
、
禍
莫
　
　
大
焉
。
」
（
3
3
）
　
「
大
小
多
少
、
各
當
其
分
、
農
、
商
、
工
、
仕
、
不
易
其
業
、
　
　
老
農
長
商
、
習
工
薔
士
、
莫
不
存
焉
、
則
庭
上
者
何
事
哉
。
」
（
3
4
）
　
「
名
定
則
物
不
競
、
分
明
則
私
不
行
。
」
（
3
5
）
　
「
愚
弱
者
不
囁
、
智
勇
者
不
陵
、
定
於
分
也
。
」
（
3
6
）
　
「
仁
義
禮
樂
名
法
刑
賞
、
凡
此
八
者
、
五
帝
三
王
治
世
之
術
　
　
也
。
…
…
故
仁
者
、
所
以
博
施
於
物
、
亦
所
以
生
偏
私
。
義
者
、
　
　
所
以
立
節
行
、
亦
所
以
成
華
儂
。
禮
者
、
所
以
行
恭
謹
、
亦
所
　
　
以
生
惰
慢
。
樂
者
、
所
以
和
情
志
、
亦
所
以
生
淫
放
。
名
者
、
　
　
所
以
正
尊
卑
、
亦
所
以
生
胎
纂
。
法
者
、
所
以
齊
衆
異
、
亦
所
　
　
以
乖
名
分
。
刑
者
、
所
以
威
不
服
、
亦
所
以
生
陵
暴
。
賞
者
、
　
　
所
以
渤
忠
能
、
亦
所
以
生
鄙
孚
。
」
（
3
7
）
　
「
嘗
霧
観
陰
陽
之
術
、
大
祥
而
衆
忌
諦
、
使
人
拘
而
多
所
畏
。
　
　
然
其
序
四
時
之
大
順
、
不
可
失
也
。
儒
者
博
而
寡
要
、
螢
而
少
　
　
功
、
是
以
其
事
難
蓋
從
。
然
其
序
君
臣
父
子
之
禮
、
列
夫
婦
長
　
　
幼
之
別
、
不
可
易
也
。
墨
者
倹
而
難
遵
、
是
以
其
事
不
可
偏
循
。
　
　
然
其
彊
本
節
用
、
不
可
屡
也
。
法
家
嚴
而
少
恩
。
然
其
正
君
臣
　
　
上
下
之
分
、
不
可
改
　
。
名
家
使
人
倹
而
善
失
眞
。
然
其
正
名
　
　
實
、
不
可
不
察
也
。
道
家
使
人
精
碑
專
一
、
動
合
無
形
、
購
足
　
　
萬
物
。
其
爲
術
也
、
因
陰
陽
之
大
順
、
采
儒
、
墨
之
善
、
撮
名
、
　
法
之
要
、
與
時
遷
移
、
鷹
物
攣
化
、
立
俗
施
事
、
無
所
不
宜
、
　
指
約
而
易
操
、
事
少
而
功
多
。
」
（
嘗
て
窟
か
に
陰
陽
の
術
を
観
　
　
る
に
、
祥
を
大
な
り
と
し
て
忌
諌
衆
く
、
人
を
し
て
拘
に
し
て
　
　
畏
る
所
多
か
ら
し
む
。
然
れ
ど
も
其
の
四
時
の
大
順
を
序
す
る
　
　
は
、
失
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
儒
者
は
博
く
し
て
要
寡
な
く
、
　
　
螢
に
し
て
功
少
な
く
、
是
を
以
て
其
の
事
蓋
く
は
從
い
難
し
。
　
　
然
れ
ど
も
其
の
君
臣
父
子
の
禮
を
序
し
、
夫
婦
長
幼
の
別
を
列
　
　
す
る
は
、
易
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
墨
者
は
倹
に
し
て
遵
い
難
　
　
く
、
是
を
以
て
其
の
事
偏
循
す
べ
か
ら
ざ
る
。
然
れ
ど
も
其
の
　
　
本
を
彊
く
し
用
を
節
す
る
は
、
屡
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
法
家
　
　
は
嚴
に
し
て
恩
少
な
し
。
然
れ
ど
も
其
の
君
臣
上
下
の
分
を
正
　
　
す
は
、
改
む
べ
か
ら
ず
。
名
家
は
人
を
し
て
倹
に
し
て
善
く
眞
　
　
を
失
わ
し
む
。
然
れ
ど
も
其
の
名
實
を
正
す
は
、
察
せ
ざ
る
べ
　
　
か
ら
ざ
る
な
り
。
道
家
は
人
の
精
紳
を
し
て
専
一
な
ら
し
め
、
　
　
動
け
ば
無
形
に
合
し
、
萬
物
を
購
足
す
。
其
の
術
を
爲
す
や
、
　
　
陰
陽
の
大
順
に
因
り
、
儒
・
墨
の
善
を
采
り
、
名
・
法
の
要
を
　
　
撮
し
、
時
と
遷
移
し
、
物
に
慮
じ
て
攣
化
し
、
俗
を
立
て
事
を
　
　
施
し
、
宜
し
か
ら
ざ
る
所
無
し
、
指
約
に
し
て
操
い
易
く
、
事
　
　
少
に
し
て
功
多
し
）
（
『
史
記
』
太
史
公
自
序
）
（
3
8
）
　
「
道
器
論
」
の
演
攣
と
嚢
展
に
つ
い
て
は
、
池
田
知
久
「
《
老
　
　
子
》
的
”
道
器
論
”
」
（
陳
鼓
鷹
主
編
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
　
　
二
輯
、
三
聯
書
店
、
一
九
九
八
年
一
月
）
を
参
照
。
（
3
9
）
　
仲
長
氏
の
自
述
に
櫨
る
と
、
『
サ
文
子
』
は
も
と
も
と
篇
が
　
　
分
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「
柳
試
条
次
、
撰
定
上
下
篇
」
（
聯
か
試
38東洋文化研究8号
　
　
み
に
条
次
し
、
上
下
篇
を
撰
定
す
）
と
い
う
。
つ
ま
り
、
大
道
　
　
上
・
下
二
篇
の
名
構
は
仲
長
氏
、
あ
る
い
は
仲
長
氏
の
後
人
に
　
　
出
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
を
首
位
に
置
く
思
想
構
造
　
　
は
、
お
そ
ら
く
『
ヂ
文
子
』
が
漢
初
に
司
馬
談
「
論
六
家
要
旨
」
　
　
の
影
響
を
受
け
た
後
に
そ
の
檬
相
に
攣
化
が
生
じ
た
こ
と
と
關
　
　
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
（
4
0
）
　
「
語
日
、
好
牛
。
又
日
、
不
可
不
察
也
。
好
則
物
之
通
稻
。
　
　
牛
則
物
之
定
形
、
以
通
稻
随
定
形
、
不
可
窮
極
者
也
。
設
復
言
　
　
好
馬
、
則
復
連
於
馬
　
、
則
好
所
通
無
方
也
。
設
復
言
好
人
、
　
　
則
彼
属
於
人
也
、
則
好
非
人
、
人
非
好
也
。
則
好
牛
、
好
馬
、
　
　
好
人
之
名
自
離
　
。
故
日
名
分
不
可
相
齪
也
。
」
（
4
1
）
　
例
え
ば
注
萸
基
『
中
國
遅
輯
思
想
史
』
（
注
（
2
3
）
参
照
）
⊥
ハ
　
　
七
頁
に
「
我
椚
從
這
裡
看
到
“
名
離
”
“
分
守
”
的
濯
輯
思
想
、
　
　
是
復
原
始
的
説
法
。
這
種
思
想
到
了
公
孫
龍
時
代
、
就
輔
攣
爲
　
　
”
形
非
色
、
色
非
形
”
的
絶
封
観
念
了
。
換
句
話
説
、
就
推
而
　
　
有
了
“
白
馬
非
馬
、
白
石
堅
離
”
的
誰
辮
之
説
了
。
」
と
あ
り
、
　
　
崔
清
田
『
名
學
與
辮
學
』
（
注
（
2
5
）
参
照
）
第
＝
一
七
頁
に
　
　
「
這
種
封
“
通
稻
”
和
“
定
形
”
的
抽
象
分
析
、
封
後
來
的
名
　
　
家
有
直
接
的
影
響
、
公
孫
龍
等
人
的
”
白
馬
非
馬
”
之
説
可
能
　
　
直
接
取
資
於
《
ヂ
文
子
・
大
道
上
》
中
的
”
好
非
人
、
人
非
好
”
　
　
之
説
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
は
ヂ
文
が
生
卒
年
か
ら
し
て
　
　
公
孫
龍
よ
り
も
早
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
も
と
つ
い
て
　
　
い
る
。
し
か
し
本
文
で
論
讃
し
た
と
お
り
、
サ
文
は
『
ヂ
文
子
』
　
　
の
作
者
と
は
別
で
あ
り
、
『
サ
文
子
』
の
政
治
理
論
は
戦
國
晩
　
　
期
か
ら
秦
漢
時
代
ま
で
の
時
代
的
な
要
求
と
封
鷹
し
て
い
る
。
　
　
從
っ
て
『
サ
文
子
』
が
『
公
孫
龍
子
』
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
　
　
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
。
（
4
2
）
　
「
有
形
者
必
有
名
、
有
名
者
未
必
有
形
。
形
而
不
名
、
未
必
　
　
失
其
方
圓
白
黒
之
實
。
名
而
不
形
、
不
可
不
尋
名
以
検
其
差
　
　
（
本
作
「
名
而
不
可
不
尋
名
以
検
其
差
」
櫨
孫
論
譲
校
増
）
。
故
　
　
亦
有
名
以
検
形
、
形
以
定
名
、
名
以
定
事
、
事
以
検
名
、
察
其
　
　
所
以
然
、
則
形
名
之
與
事
物
、
無
所
隠
其
理
　
。
」
（
4
3
）
　
圧
璽
基
『
中
國
蓬
輯
思
想
史
』
（
注
（
2
3
）
参
照
）
六
五
頁
。
（
4
4
）
　
崔
清
田
『
名
學
與
辮
學
』
（
注
（
2
5
）
参
照
）
　
一
一
五
～
＝
　
　
六
頁
。
（
4
5
）
　
「
大
要
在
乎
先
正
名
分
、
使
不
相
侵
雑
。
」
（
4
6
）
　
「
使
賢
愚
不
相
棄
、
能
鄙
不
相
遺
。
能
鄙
不
相
遺
、
則
能
鄙
　
　
齊
功
。
賢
愚
不
相
棄
、
則
賢
愚
等
慮
。
此
至
治
之
術
也
。
」
（
4
7
）
　
「
名
定
則
物
不
競
、
分
明
則
私
不
行
。
物
不
競
、
非
無
心
、
　
　
由
名
定
、
故
無
所
措
其
心
。
私
不
行
、
非
無
欲
、
由
分
明
、
故
　
　
無
所
措
其
欲
。
」
（
4
8
）
　
「
全
治
而
無
閾
者
、
大
小
多
少
、
各
當
其
分
、
農
、
商
、
工
、
　
　
仕
、
不
易
其
業
、
老
農
長
商
、
習
工
蕾
士
、
莫
不
存
焉
、
則
庭
　
　
上
者
何
事
哉
。
」
（
4
9
）
　
「
慶
賞
刑
罰
、
君
事
也
、
守
職
数
能
、
臣
業
也
、
君
科
功
嵩
　
　
陽
、
故
有
慶
賞
刑
罰
、
臣
各
愼
所
務
、
故
有
守
職
数
能
、
君
不
　
　
可
與
臣
業
、
臣
不
可
侵
君
事
、
上
下
不
相
侵
與
、
謂
之
名
正
、
　
　
名
正
而
法
順
也
。
」
曹『ヂ文子』に見える名思想の研究39
（
5
0
）
　
「
善
名
命
善
、
悪
名
命
悪
、
故
善
有
善
名
、
悪
有
悪
名
。
聖
　
　
賢
仁
智
、
命
善
者
也
。
頑
器
凶
愚
、
命
悪
者
也
。
今
即
聖
賢
仁
　
　
智
之
名
、
以
求
聖
賢
仁
智
之
實
、
未
之
或
番
也
、
即
頑
露
凶
愚
　
　
之
名
、
以
求
頑
器
凶
愚
之
實
、
亦
未
或
蓋
也
。
使
善
悪
墨
然
有
　
　
分
、
雛
未
能
蓋
物
之
實
、
猶
不
患
其
差
也
。
故
日
、
名
不
可
不
　
　
辮
也
。
」
（
5
1
）
　
「
名
構
者
、
別
彼
此
而
検
虚
實
者
也
。
自
古
至
今
、
莫
不
用
　
　
此
而
得
、
用
彼
而
失
。
失
者
、
由
名
分
混
。
得
者
、
由
名
分
察
。
　
　
今
親
賢
而
躁
不
肖
、
賞
善
而
罰
悪
。
賢
不
肖
善
悪
之
名
宜
在
彼
、
　
　
親
疏
賞
罰
之
稻
宜
属
我
、
我
之
與
彼
、
各
（
或
作
「
又
」
、
糠
　
　
伍
非
百
本
改
）
復
一
名
、
名
之
察
者
也
。
名
賢
不
肖
爲
親
躁
、
　
　
名
善
悪
爲
賞
罰
。
合
彼
我
之
一
稻
而
不
別
之
、
名
之
混
者
也
。
　
　
故
日
、
名
稻
者
、
不
可
不
察
也
。
」
（
5
2
）
　
「
五
色
・
五
聲
・
五
臭
・
五
味
凡
四
類
、
自
然
存
焉
天
地
之
　
　
間
而
不
期
爲
人
用
、
人
必
用
之
、
終
身
各
有
好
悪
而
不
能
辮
其
　
　
名
分
。
名
宜
属
彼
、
分
宜
屡
我
。
我
愛
白
而
憎
黒
、
韻
商
而
舎
　
　
徴
、
好
腫
而
悪
焦
、
嗜
甘
而
逆
苦
。
白
黒
、
商
徴
、
腫
焦
、
甘
　
　
苦
、
彼
之
名
也
。
愛
憎
、
韻
舎
、
好
悪
、
嗜
逆
、
我
之
分
也
。
　
　
定
此
名
分
、
則
萬
事
不
齪
也
。
」
（
5
3
）
　
「
名
有
三
科
。
…
…
一
日
命
物
之
名
、
方
圓
白
黒
是
也
。
二
　
　
日
殿
蟹
之
名
、
善
悪
貴
賎
是
也
。
三
日
況
謂
之
名
、
賢
愚
愛
憎
　
　
是
也
。
」
（
5
4
）
　
「
名
有
三
科
、
法
有
四
呈
。
一
日
命
物
之
名
、
方
圓
白
黒
是
　
　
也
。
二
日
殿
審
之
名
、
善
悪
貴
睦
是
也
。
三
日
況
謂
之
名
、
賢
　
　
愚
愛
憎
是
也
。
一
日
不
攣
之
法
、
君
臣
上
下
是
也
。
二
日
齊
俗
　
　
之
法
、
能
鄙
同
異
是
也
。
三
日
治
衆
之
法
、
慶
賞
刑
罰
是
也
。
　
　
四
日
平
準
之
法
、
律
度
権
量
是
也
。
」
（
5
5
）
　
「
政
者
、
名
法
是
也
、
以
名
法
治
國
、
萬
物
所
不
能
齪
。
」
（
5
6
）
　
「
君
子
非
樂
有
言
、
有
益
於
治
、
不
得
不
言
。
君
子
非
樂
有
　
　
爲
、
有
益
於
事
、
不
得
不
爲
。
故
所
言
者
、
不
出
於
名
法
権
術
、
　
　
所
爲
者
、
不
出
於
農
稼
軍
陣
、
周
務
而
已
。
」
（
5
7
）
　
「
老
子
日
、
以
政
治
國
、
以
奇
用
兵
、
以
無
事
取
天
下
。
政
　
　
者
、
名
法
是
也
、
以
名
法
治
國
、
萬
物
所
不
能
齪
。
奇
者
、
椹
　
　
術
是
也
、
以
椹
術
用
兵
、
萬
物
所
不
能
敵
。
凡
能
用
名
法
権
術
、
　
　
而
矯
抑
残
暴
之
情
、
則
己
無
事
焉
。
己
無
事
、
則
得
天
下
　
。
」
（
5
8
）
　
「
仁
義
禮
樂
名
法
刑
賞
、
凡
此
八
者
、
五
帝
三
王
治
世
之
術
　
　
也
。
…
…
名
以
正
之
、
法
以
齊
之
、
…
…
名
者
、
所
以
正
尊
卑
、
　
　
亦
所
以
生
衿
纂
。
法
者
、
所
以
齊
衆
異
、
亦
所
以
乖
名
分
。
」
（
5
9
）
　
唐
鍼
「
男
文
和
《
弄
文
子
》
」
（
注
（
4
）
参
照
）
。
（
6
0
）
　
「
道
家
使
人
精
神
專
一
、
動
合
無
形
、
贈
足
萬
物
。
其
爲
術
　
　
也
、
因
陰
陽
之
大
順
、
采
儒
・
墨
之
善
、
撮
名
・
法
之
要
、
與
　
　
時
遷
移
、
鷹
物
攣
化
、
立
俗
施
事
、
無
所
不
宜
、
指
約
而
易
操
、
　
　
事
少
而
功
多
。
」
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Astudy　on　the　thought　of　ming　in　Yin　VVenzi（『ヂ文子』）
CAO　Feng
Key　words：Yin　W飢2ε，　The　thought　of　ming，　the　early　school　of　ming，
the　late　school　of　ming，　Huang－Lao　school
　　　　Yin　VVenzi（『ヂ文子』）is　an　indispensable　classic　for　the　study　on
the　thought　of“ming（名）”in　ancient　China．　It　is　because　that　there
are　a　lot　of　statements　about“ming”．　Especially　it　intensively　argued
the　political　thought　about“ming”．　Besides，　its　thought　of“ming”i
sn’煤@an　only　doctrine　of　a　school，　it　stands　aloof　from　schools，　that　is，
the　school　of　ming，　the　school　ru（儒），　the　school　of　fa（法），　the
school　of　dao（道）（the　school　of　Huang－Lao（黄老）），　and　it　broke
down　the　difference　of“fact　judgment”and“value　judgment”．　There
a「eve「y　few　classics　like　this　in　the　pre－Qin　and　Qin－Han　period．　Until
now，　many　scholars　have　studied　Yin　Wenzi　from　the　standpoint　of
linguistics　or　logic．　Though　we　can’t　say　that　there　are　no　studies
from　the　standpoint　of　politics，　they　weren’t　systematic．　This　paper
tries　to　systematically　study　the　thought　of“ming”in　Yin　VVenzi
especially　from　the　standpoint　of　politics．
